
紫

微

中

毫

と

坤

宮

官

水

野

柳

太

郎

は

じ

め

に

本
稿

で
は
、
紫
微
中
墓
と
坤
宮
官
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
感
じ
て

い
た
私
見
を
試
論
と
し
て
述
べ
て
み
た
い
。
自
由
な
論
議
を
試
み
る

た
め
、

学
恩
を
受
け
た
先
行
学
説
の
紹
介
を
省
略
し
た
。
本
稿

で
述

べ
る
す

べ
て
が
、
筆
者

に
よ
る
新
し
い
知
見
で
は
な
い
こ
と
を
承
知

し
て
い
る
。
紹
介
を
怠

っ
た
諸
賢
の
業
績
に
対
し
、
筆
者
の
非
礼
を

あ
ら
か
じ
め
深
謝
す
る
と
と
も
に
、
寛
容
を
お
願
い
し
た
い
。
史
料

の
引
用
も
過
多
と
思
わ
れ
る
が
、
周
囲
の
状
況
も
併
せ
考
え
る
た
め

に
あ
え

て
掲
載
し
た
。

い
ま

ひ
と

つ
、
『
日
本
書
紀
』

の
文
飾
は
、
そ
の
記
事
が
過
去
に

遡

っ
て
の
も
の
で
あ
る
た
め
か
、
強
く
問
題
と
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど

も
、
『
続

日
本
紀
』

に
つ
い
て
は
、
同
時
代
も
し
く
は
近

い
過
去
の

記
事
に
対
す
る
も
の
と
し
て
か
文
飾
が
看
過
さ
れ
、
文
字
の
ま
ま
に

理
解
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
白
髪
三
千
丈

を
引
き
合
い
に
出
す
迄
も
な
く
、

一
般
に
漢
文
に
は
誇
張
さ
れ
た
文

飾
が
存
在
す
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
も
考
慮
し
て
、
虚
飾
を
判
別
し

た
上
で
事
実
を
追
求
し
て
み
た
い
。

こ
の
試
論
が
、
も
し
も
奈
良
時
代
史
の
再
検
討
に
何
等
か
の
貢
献

を
な
し
え
得
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
筆
者

に
と

っ
て
過
分

の
幸
い
で
あ
る
。

紫
微
中
蔓
と
坤
宮
官
の
検
討

紫
微
中
墓

に
つ
い
て
は
、
『
続
紀
』
天
平
宝
字
四
年

(七
六
〇
)

六
月
乙
丑
条
の
光
明
皇
太
后
の
崩
伝
に
、

(前
略
)
勝
宝
元
年
、
高
野
天
皇
受
禅
、
改
皇
后
宮
職
、
日
紫

微
中
毫
。
妙
選
勲
賢
、
並
列
墓
司
。

宝
字

二
年
、
上
尊
号
、
日

天
平
応
真
仁
正
皇
太
后
。
改
中
毫
、

日
坤
宮
官
。
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と
あ
る
。
天
平
勝
宝
元
年

(七
四
九
)
に
聖
武
天
皇
の
譲
位
と
孝
謙

天
皇

の
即
位
に
と
も
な

っ
て
、
皇
后
宮
職
を
皇
太
后
宮
職
と
す
る
の

が
自
然

で
あ
る
が
、
殊
更
に
中
国
風
の

「紫
微
中
毫
」
と
命
名
し
て

成
立
し
、
天
平
宝
字

二
年

(七
五
八
)
に
坤
宮
官
と
改
称
さ
れ
た
。

紫
微
中
墓
の
名
称
は
、
滝
川
政
次
郎
氏
に
よ

っ
て
、
唐
の
紫
微
省

.

中
墓
省
、
渤
海

の
中
毫
省

の
先
例
に
よ
る
命
名
と
さ
れ
て
い
る
。

(「
紫
微
中
墓
考
」
『
律
令
諸
制
及
び
令
外
官
の
研
究
』
)
ま
た
、
岸
俊

男
氏
は
、
紫
微

の
本
義
が
天
帝
の
座
と
さ
れ
る
紫
微
垣
か
ら
出
る
こ

と
を
考
慮
し
て
、
天
子
の
常
居
を
意
味
す
る
と
も
さ
れ
、
皇
太
后
光

明
子
が
、
孝
謙
天
皇
を
補
佐
し
て
大
政
を
行
な
う
た
め
、
そ
の
詔
勅

奏
啓
を
吐
納
す
る
…機
関
で
あ
る
と
も
し
て
お
ら
れ
る
。
(『
藤
原
仲
麻

呂
』
)し

か
し
、
「中
毫
」

の
文
字
は
、
『
続
紀
』
天
平
宝
字
二
年

(七
五

八
)
八
月
庚
子
朔
条
に
、

庚
子
朔
。
高
野
天
皇
、
禅
位
於
皇
太
子
。
詔
日
。
(中
略
)
是

日
。
百
官
及
僧
綱
、
詣
朝
堂
上
表
、
上
上
毫

・
中
毫
尊
号
。
其

百
官
表
日
。
(中
略
)
謹
拠
典
策
、
敢
上
尊
号
。
伏
乞
、
奉
称

上
墓
宝
字
称
徳
孝
謙
皇
帝
。
奉
称
中
墓
天
平
応
真
仁
正
皇
太
后
。

(中

略
)
僧
綱
表
日
。
(中
略
)
謹
上
尊
号
。
陛
下
称
日
上
墓
宝

字
称
徳
孝
謙
皇
帝
。
皇
太
后
称
日
中
毫
天
平
応
真
仁
正
皇
太
后
。

(下
略
)

と
あ

っ
て
、
孝
謙
太
上
天
皇
を
さ
し
て

「
上
毫
」
、
光
明
皇
太
后
を

さ
し
て

「
中
垂
」
と
呼
ん
で
い
る
か
ら
、
太
上
天
皇
を

「
上
墓
」
、

皇
太
后
を

「
中
墓
」
と
呼
ぶ
慣
習
が
あ

っ
て
、
「紫
微
中
毫
」
と
い

う
官
名
は
そ
の
称
呼
に
よ
る
も
の
で
、
唐

の
中
毫
省

・
渤
海
の
中
憂

省
な
ど
を
参
考
に
し
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
別
の
系
列
の
意
味
を
も

つ
官
名
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
「
紫
微
」
は

「
中
毫
」
に

付
せ
ら
れ
た
讃
美
の
文
字

で
あ
る
か
ら
、

か
な
り
誇
張
さ
れ
て
使
用

さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
官
名
か
ら
皇
太
后

の
大
政
を
補
佐
す

る
機
関
と
ま
で
い
え
る
の
か
ど
う
か
疑
問
が
あ
る
。

『続
紀
』
神
護
景
雲
三
年

(七
六
九
)
十
月
乙
未
朔
条
の
称
徳
天

皇
の
宣
命

に
は
、

(前
略
)
桂
毛
畏
伎
朕
我
天
乃
御
門
帝
皇

(聖
武
)
我
御
命
以
天

勅

舵
、
朕
ホ
奉
侍
牟
諸
臣
等
、
朕
乎
君
止
念
牟
人
方
、
大
皇
后
仁

能
奉
侍
礼
。
朕
乎
念
天
在
我
如
久
異
奈
念
曽
。
継

旗
朕
子
太
子
ホ

明
仁
浄
久
二
心
無

耽
奉
侍
礼
。
朕
方
子

二
副
云
言
波
無
、
唯
此

太
子

一
人
甑
味
朕
我
子
波
在
。
此
心
知
天
諸
護
助
奉
侍
礼
。
然
、

朕
波
御
身
都
加
良

舵
於
保
麻
之
麻
須

ホ
依
天
、
太
子
ホ
天
都
日

嗣
高
御
座
乃
継
族
授

瀟
螂
命
天
朕
ホ
勅

舵
。
(後
略
)

と
あ
る
。
孝
謙

・
称
徳
天
皇
の
宣
命
は
、
自
己
弁
護
の
た
め
に
先
人
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の
言
辞

や
経
典
を
引
用
す
る
こ
と
が
多

い
の
で
、
果
た
し
て
事
実
か

否
か
検

討
が
必
要

で
あ
る
が
、

一
応
事
実
と
す
る
と
、
こ
こ
に
引
用

さ
れ
る
聖
武
天
皇
の
言
葉
は
、
天
平
勝
宝
元
年

(七
四
九
)
の
譲
位

に
際
し

て
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
宣
命
に
よ
る
と
、
光
明
皇
太
后
の
政
治
上
の
権
威
は
、
そ
の

地
位
に
元
来
付
属
す
る
も
の
で
は
な
く
、
聖
武
天
皇

の
意
志
に
よ

っ

て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
聖
武
太
上
天
皇
の
生
存
中
は
、

光
明
皇
太
后
は
完
全
に
自
己
の
意
志

に
よ

っ
て
行
動
で
き
た
の
で
は

な
く
、
聖
太
上
天
皇

の
禦
肘
を
受
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

聖
武
太
上
天
皇
は
、
病
身
で
政
治
を
総
覧
せ
ず
、
光
明
皇
太
后
に

委
任
し
た
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
必
ず
し
も
当
た

っ
て
は

い
な
い
。
特
別
な
場
合

で
あ
る
が
、
天
平
勝
宝
八
歳

(
七
五
六
)
五

月
乙
卯

(
二
)
条
に
は
、

乙
卯
。
遣
左
大
弁
正
四
位
下
大
伴
宿
祢
古
麻
呂
、
井
中
臣

・
忌

部

等
、
奉
幣
吊
於
伊
勢
大
神
宮
。
」
免
天
下
諸
国
今
年
田
租
。」

是

日
。
太
上
天
皇
崩
於
寝
殿
。
遺
詔
、
以
中
務
卿
従
四
位
上
道

祖

王
、
為
皇
太
子
。

と
あ
る
。

こ
の
遺
詔
に
よ
る
皇
太
子
選
定
は
、
光
明
皇
太
后
の
同
意

を
得
て
の
こ
と
で
な
か
っ
た
。
ま
た
、
軽
皇
子

(文
武
天
皇
)
の
立

太
子
に
際
し
御
前
会
議
が
開
か
れ
た
こ
と
が
、
『
懐
風
藻
』

の
葛
野

王
伝
に
、(前
略
)
高
市
皇
子
亮
後
、
皇
太
后
、
引
王
公
卿
士
於
禁
中
、

謀
立
日
嗣
。
時
、
群
臣
各
挟
私
好
、
衆
議
紛
転
。
王
子
進
奏
日
。

我
国
家
為
法
也
、
子
孫
相
承
、
以
襲

天
位
。
若
兄
弟
相
及
、
則

乱
従
此
興
。
仰
論
天
心
、
誰
能
敢
測
。
然
以
人
事
推
之
、
聖
嗣

自
然
定
　
。
此
外
誰
敢
間
然
乎
。
弓
削
皇
子
在
座
、
欲
有
言
。

王
子
叱
之
、
乃
止
。
皇
太
后
嘉
其

一
言
定
国
。
(
下
略
)

と
見
え
、
次
に
示
す
よ
う
に
、
道
祖
王
廃
太
子
の
後
の
新
皇
太
子
選

定
に
際
し
て
も
、
御
前
会
議
が
形
式
的
に
も
せ
よ
開
か
れ
て
い
る
の

に
、
こ
の
時
に
は
そ
の
よ
う
な
記
事
は
見
え
な
い
か
ら
、
聖
武
天
皇

独
自
の
意
志
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
聖
武
太
上
天
皇
の

一
周
忌
に
も
至
ら

な
い
天
平
宝
字
元
年

(七
五
七
)
三
月
丁
丑

(
二
九
)
条
と
、
続
く

の
四
月
辛
巳

(
四
)
条
に
は
、

丁
丑
。
皇
太
子
道
祖
王
、
身
居
諒
闇
、
志
在
淫
縦
。
錐
加
教
勅
、

曽
元
改
悔
。
於
是
、
勅
召
群
臣
、
以
示
先
帝
遺
詔
、
因
問
廃
不

之
事
。
右
大
臣
已
下
、
同
奏
云
。
不
敢
乖
違
顧
命
之
旨
。
是
日
。

廃
皇
太
子
、
以
王
帰
第
。

夏
四
月
辛
巳
。
天
皇
召
群
臣
問
日
。
当
立
誰
王
以
為
皇
嗣
。
右

大
臣
藤
原
朝
臣
豊
成

・
中
務
卿
藤
原
朝
臣
永
手
等
言
日
。
道
祖
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王
兄
塩
焼
王
可
立
也
。
摂
津
大
夫
文
室
真
人
珍
努

・
左
大
弁
大

伴
宿
祢
古
麻
呂
等
言
日
。
池
田
王
可
立
也
。
大
納
言
藤
原
朝
臣

仲
麻
呂
言
日
。
知
臣
者
莫
若
君
、
知
子
者
莫
若
父
。
唯
奉
天
意

所
択
者
耳
。
勅
日
。
宗
室
中
、
舎
人

・
新
田
部
両
親
王
、
是
尤

長
也
。
因
薙
、
前
者
立
道
祖
王
、
而
不
順
勅
教
、
遂
縦
淫
志
。

然
則
可
択
舎
人
親
王
子
中
。
然
船
王
者
、
閨
房
不
修
。
池
田
王

者
、

孝
行
有
關
。
塩
焼
王
者
、
太
上
天
皇
、
責
以
無
礼
。
唯
大

炊
王
、
錐
未
長
壮
、
不
聞
過
悪
。
欲
立
此
王
。
於
諸
卿
意
如
何
。

於
是
、
右
大
臣
已
下
奏
日
。
唯
勅
命
是
聴
。
先
是
、
大
納
言
仲

麻
呂
、
招
大
炊
王
、
居
於
田
村
第
。
是
日
、
遣
内
舎
人
藤
原
朝

臣
薩
雄

・
中
衛
廿
人
、
迎
大
炊
王
、
立
皇
太
子
。
(下
略
)

と
あ

っ
て
、
道
祖
王
が
皇
太
子
を
廃
さ
れ
、
代

っ
て
大
炊
王
が
皇
太

子
と
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
『
続
紀
』
天
平
宝
字
三

年

(
七
五
九
)
六
月
庚
戌

(
一
六
)
条
の
淳
仁
天
皇

の
宣
命
に
、

庚
戌
。
帝
御
内
安
殿
、
喚
諸
司
主
典
已
上
、
詔
日
。
(
中
略
)

比
来
太
皇
大
后
御
命
以
氏
朕
ホ
語
宣
久
。
太
政
之
始
波
人
心
未

定
在

測
、
吾
子
為
氏
皇
太
子
止
定
旦
、
先
奉
昇
於
君
位
畢
域
、

諸
意
静
了
鞍
後
ホ
傍
上

灘
宣

鉾
為

舐
奈
抑

踊
在

沸
。
(下
略
)

と
、
太
皇
太
后

(光
明
子
)
自
身

の
言
葉
を
引
用
し
て
、
立
太
子
に

関
与
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
大
炊
王

(淳
仁
天
皇
)
の
即
位
に
つ

い
て
は
、
天
平
宝
字
六
年

(
七
六
二
)
六
月
庚
戌

(
三
)
の
孝
謙
太

上
天
皇

の
宣
命
に
も
、

庚
戌
。
喚
集
五
位
已
上
於
朝
堂
、
詔
日
。
太
上
天
皇
御
命
以
亘
、

卿
等
諸
語

榔
宣
久
。
朕
御
祖
大
皇
后
乃
御
命
以
昼
朕
ホ
告

舵
。

岡
宮
天
皇
乃
日
継
波
加
久
旦
絶

瞭
牟
為
。
女
子
能
継
跡
在

趾
欲

命
副
止
宣
昼
、
此
政
行
給
岐
。
加
久
為
旦
今
帝
止
立
旦
須
麻
比
久

流
間
ホ
、
(下
略
)

と
あ
り
、
淳
仁
天
皇

の
即
位
が
光
明
皇
太
后

の
意
志
に
よ
る
も
の
と

さ
れ
て
い
る
。

紫
微
中
墓
が
光
明
皇
太
后
の
詔
勅
奏
啓
を
吐
納
す
る
の
は
、
皇
太

后
の
政
策
を
直
接
施
行
す
る
の
で
は
な
く
、
後

の
蔵
人
所
が
論
旨
を

発
行
す
る
の
に
似
た
形
式
で
、
皇
太
后
の
意
志
を
伝
達
し
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
文
書
や
内
容
が
伝
え
ら
れ
る
可
能
性
が
少
な

く
、
史
料
が
無
い
と
も
い
え
る
。
し
か
し
、
聖
武
太
上
天
皇

の
在
世

中
に
は
、
光
明
皇
太
后
の
意
志
に
よ
る
施
策

が
紫
微
中
毫
に
よ

っ
て

執
行
さ
れ
た
痕
跡
も
見
当
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
紫
微
中
墓
が
太
政

官
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
権
力
を
、
本
来
も

っ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ

な
い
。

こ
の
後

に
な
る
と
、
「
内
竪
省
」
や

「
勅
旨
省
」
が
設
置
さ

れ
る
が
、
九
世
紀
以
後
に
な
る
と
、
「
内
竪

所
」
や

「
勅
旨
所
」
と

な

っ
て
現
わ
れ
る
よ
う
な
の
で
、
紫
微
中
毫

と
同
様
に
、
た
だ
ち
に
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八
省
に
並
ぶ
も
の
と
考
え
る
の
に
は
注
意
を
要
す
る
。

な
お
、

天
平
勝
宝
二
年

(七
五
〇
)
か
ら
天
平
勝
宝
六

(七
五
四
)

年

に
か
け
て
の
文
書
に
は
、
「
紫
微
中
墓
」
を

「
紫
微
毫
」
ま
た
は

「喜
〔

と
省
略
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

「
装
漬
受
紙
墨
軸
等
帳
」
天
平
勝
宝
二
年
七
月
廿
四
日

(
=

1

一
五
七
)

十

一
面
経
十

一
巻
料
、
自
内
裏
納
、
布
紙

一
百
廿
九
張
。
(
注

記
略
)

(中
略
)

右
、
依
紫
微
墓
大
疏
山
口
人
成
天
平
勝
宝

二
年
七
月
廿
三

日
宣
、
奉
写
料
。

七
月
廿
四
日
他
田
水
主

三
嶋

「宗
麻
呂
」

呉
原

「生
人
」

「
経
疏
出
納
帳
」
天
平
勝
宝
三
年

(三
-

五
四
三
)

目
録
二
巻
。
大
小
乗
者
。
後

一
切
経
之
録
者
。

き

右
、
依
紫
微
中
墓
天
平
勝
宝
三
年
二
月
八
日
牒
、
奉
請
於
宮
。

使

舎
人
市
雪
黒
万
呂

専
知
少
跣
土
師
吉
人

「返
来
了

他
田
水
主

史
生
阿
刀
酒
主
」

「疏
紙
充
装
潰
帳
」
天
平
勝
宝
三
年

(九
-

二
七
三
)

ヨ

ほ

五
月
光
納
常
跣
料
七
千
五
十
張
。
(注
記
略
)

右
、
中
毫
政
所
、
所
請
如
前
。

検
受
他
田
水
主

呉
原
生
人

「
経
疏
出
納
帳
」
天
平
勝
宝
三
年
七
月
十

二
日

(
三
-

五

一
二
)

奉
請
返
第
五
秩
納
已
詑
。

今
請
奉
度
喩
伽
論
五
十
巻
。
(注
記
略
)

天
平
勝
宝
三
年
七
月
十
二
日

請
使
紫
微
毫
舎
人
少
初
位
上
下
道
主

僧

行
信

「
経
疏
出
納
帳
」
天
平
勝
宝
三
年

(三
ー
五
五
五
)
口
厳
注
恵

苑
師
跣

一
部
廿
四
巻
。
(注
記
略
)

右
、
依
少
僧
都
良
弁
師

・
次
官
佐
伯
宿
祢
天
平
勝
宝
三
年
九

月

一
日
宣
、
奉
請
法
花
寺
宝
浄
尼
[
H
]
便
紫
微
毫
未
口
舎

人
葛
木
人
当
、
又
差
加
田
部
乙
口

「口
口
勝
宝
四
年
閏
三
月
廿
九
日
奉
返
已
詑
。
(注
記
略
)

検
口
他
田
水
主

三
嶋
宗
麿
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[
]

原

「
東

大
寺
写
経
所
返
跣
文
」
天
平
勝
宝
四
年
閏
三
月
廿
八
日

(
一
二
ー

二
五
七
)

東
大
寺
写
経
所

花
厳
経
疏

一
部
廿
四
巻
。
恵
苑
師
撰
。

右
、
依
少
僧
都
去
年
九
月

一
日
宣
、
付
舎
人
葛
木
人
当
口
已

詑
。
今
為
供
養
大
会
日
、
応
奉
返
如
前
。
傍

[
H
]
小
長
谷

金
村
令
請
。

天
平
勝
宝
四
年
閏
三
月
廿
八
日

紫
微
墓
舎
人
少
初
位
上
他
田
水
主

散
位
従
七
位
上
三
嶋
県
主

正
八
位
上
呉
原
伊
美
吉

「
生
人
」

「華

厳
経
紙
井
軸
宮
進
帳
」
天
平
勝
宝
六
年
二
月
十
八
日
写
書

所
送
文

(
=
ニー

四
六
)

敷
金
青
褐
紙
四
巻
。
(注
記
略
)

右
、
依
墓
今
月
十
八
日
牒
、
付
便
使
舎
人
舎
人
遜
、
進
上
如

前
。

天
平
勝
宝
六
年
二
月
十
八
日
上
馬
養

呉
原

「
生
人
」

こ
れ
ら
は

「
紫
微
中
毫
」
が

「弾
正
毫
」
と
類
似
し
た
官
司
名
な

の
で
、
「紫
微
毫
」
は
そ
れ
に
引
か
れ
て
の
略
称
か
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
紫
微
中
墓
と
関
係
が
深

い
写
経
所

の
関
係
者
や
、
紫
微
中

墓
舎
人
で
写
経
所
に
出
向
し
て
い
た
他
田
水
主
ま
で
が

「紫
微
毫
」

と
書
い
て
い
る
の
は
、
「中
毫
」
が
省
略

で
き
な
い
ほ
ど
重
要
な
意

味
を
も

つ
熟
語
で
あ
る
と
は
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
「中
壷
省
」
を

「墓
省
」
と
し
、
「中
毫
」
を

「毫
」
と
略
す
る

こ
と
は
な
か
ろ
う
か
ら
、
「中
毫
省
」
ま
た
は

「
中
墓
」
と
、
「紫
微

中
毫
」
と
の
名
称
の
関
係
を
考
え
る
上
に
注

目
し
て
お
く
必
要
が
あ

ろ
う
。

二

紫
微
中
憂
の
発
足

紫
微
中
毫

の
発
足
は
、
天
平
勝
宝
元
年

(
七
四
九
)
七
月
甲
午

(
二
)
の
孝
謙
天
皇
の
即
位
の
あ
と
、
『
続
紀
』
八
月
辛
未

(
一
〇
)

条
に
、
類
別
し
て
示
す
と
、

辛
未
。
以
従
五
位
下
大
原
真
人
麻
呂

・
石
川
朝
臣
豊
人
、
井
為

少
納
言
。
従
五
位
下
大
伴
宿
祢
古
麻
呂
為
左
少
弁
。
(太
政
官
)

大
納
言
正
三
位
藤
原
朝
臣
仲
麻
呂
、
為
兼
紫
微
令
。
参
議
正
四

位
下
大
伴
宿
祢
兄
麻
呂

・
式
部
卿
従
四
位
上
石
川
朝
臣
年
足
、

並
為
兼
大
弼
。
従
四
位
下
百
済
王
孝
忠

・
式
部
大
輔
従
四
位
下

巨
勢
朝
臣
堺
麻
呂

・
中
衛
少
将
従
四
位
下
背
奈
王
福
信
、
並
兼
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少
弼
。
正
五
位
上
阿
部
朝
臣
虫
麻
呂

・
伊
予
守
正
五
位
下
佐
伯

宿
祢
毛
人

・
左
兵
衛
率
正
五
位
下
鴨
朝
臣
角
足

・
従
五
位
下
多

治
比
真
人
土
作
、
兼
大
忠
。
外
従
五
位
下
出
雲
臣
屋
麻
呂

・
衛

門
員
外
佐
外
従
五
位
下
中
臣
丸
連
張
弓

・
吉
田
連
兄
人

・
葛
木

連

戸
主
、
井
為
少
忠
。
(紫
微
中
垂
)

従

五
位
下
藤
原
朝
臣
縄
麻
呂
、
為
侍
従
。
従
五
位
下
御
方
大
野
、

為

図
書
頭
。
従
五
位
下
別
君
広
麻
呂
、
為
陰
陽
頭
。
(
中
務
省
)

従

三
位
三
原
王
、
為
中
宮
卿
。
従
四
位
下
安
宿
王
、
為
大
輔
。

正

五
位
上
葛
井
連
広
成

・
従
五
位
下
藤
原
朝
臣
真
従
、
井
為
少

輔
。
(中
宮
省
)

中
納
言
従
三
位
紀
朝
臣
麻
呂
、
為
兼
式
部
卿
。
従
五
位
下
多
治

比
真
人
憤
養
、
為
少
輔
。
(
式
部
省
)

神
祇
大
副
従
五
位
上
中
臣
朝
臣
益
人
、
為
民
部
大
輔
。
従
五
位

下
阿
部
朝
臣
鷹
養
、
為
主
計
頭
。
従
五
位
下
紀
朝
臣
広
名
、
為

主
税
頭
。
(民
部
省
)

正

五
位
下
大
伴
宿
祢
稲
君
、
為
兵
部
大
輔
。
(
兵
部
省
)

従

五
位
上
大
伴
宿
祢
犬
養
、
為
山
背
守
。
従
五
位
上
石
川
朝
臣

名
人
、
為
上
総
守
。
外
従
五
位
下
茨
田
宿
祢
枚
麻
呂
、
為
美
作

守
。
(国
司
)

と
あ
る
官
人
の
任
命

に
始
ま
る
。

こ
の
と
き
、
紫
微
中
毫

で
は
令
か
ら
大
忠
ま
で
は
、
す
べ
て
兼
任

の
発
令
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
大
忠
と
な

っ
た

「従
五
位
下
多
治
比

真
人
土
作
」

に
は
、
『
続
紀
』
天
平
十
八
年

(七
四
六
)
四
月
壬
辰

(
=

)
条
に
任
命
が
記
さ
れ
て
い
る

「民
部
少
輔
」
の
官
職
が
記

さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
専
任
の
大
忠
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
少
弼
に
任
ぜ
ら
れ
た

「中
衛
少
将
従
四
位
下
背
奈
王
福
信
」

は
、

こ
の
年
の
十

一
月
乙
卯
条
以
下
に
、

乙
卯

(
二
五
)。
於
南
薬
園
新
宮
、
大
嘗
。
以
因
幡
為
由
機
国
、

美
濃
為
須
岐
国
。

己
未

(
二
九
)。
由
機

・
須
岐
国
司
、

従
五
位
上
小
田
王
、
授

正
五
位
下
。
正
四
位
下
大
伴
宿
祢
兄
麻

呂
、
正
四
位
上
。
従
四

位
下
大
伴
宿
祢
古
慈
悲

・
背
奈
王
福

信
、
並
従
四
位
上
。
正
六

位
上
津
嶋
朝
臣
雄
子
、
従
五
位
下
。

(下
略
)

と
あ
り
、
翌
天
平
勝
宝
二
年

(七
五
〇
)
四
月
二
二
日
の

「
美
濃
国

司
解
」
(
三
ー

三
八
九
)
に
、

美
濃
国
司
解

申
進
上
交
易
賎
事

(中
略
)

天
平
勝
宝
二
年
四
月
廿
二
日

正
六
位
上
行
大
目
志
斐
連

「猪
養
」

参
議
兼
紫
微
大
弼
正
四
位
下
行
守
勲
十
等
大
伴
宿
祢
朝
集
使
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正
六
位
上
行
大
橡
阿
部
朝
臣
税
帳
使

従

四
位
上
行
紫
微
少
弼
兼
中
衛
少
将
員
外
介
巨
萬
朝
臣
京

正
七
位
上
行
少
橡
佐
伯
宿
祢

「
久
良
萬
侶
」

従

五
位
下
行
介
勲
十

二
等
津
嶋
朝
臣

「男
」

従
七
位
上
行
少
目
栗
栖
史

「
大
成
」

と
あ

っ
て
、
美
濃
員
外
介
と
中
衛
少
将
を
兼
ね

「
巨
萬
朝
臣
福
信
」

と
自
署

し
て
い
る
。
福
信
は
こ
の
年
の
正
月
丙
辰

(
二
七
)
条
に
、

丙
辰
。
従

四
位
上
背
奈
王
福
信
等
六
人
、
賜
高
麗
朝
臣
姓
。」

(
下
略
)

と
あ

っ
て
、
「高
麗
朝
臣
」
と
改
姓
さ
れ
た
が
、
宝
亀
十
年

(七
七

九
)
三
月
戊
午

(
一
七
)
条
に
、

戊
午
。
従
三
位
高
麗
朝
臣
福
信
、
賜
姓
高
倉
朝
臣
。

と
、
再
び
改
姓
さ
れ

て
い
る
か
ら
、
「
高
麗
朝
臣
」
と
さ
れ
た
こ
と

に
は
何

等
か
の
不
満
が
あ

っ
て
、
「
巨
萬
朝
臣
福
信
」
と
署
名
し
て

い
る
ら
し
い
。

「美
濃

国
司
解
」
か
ら
福
信
が
美
濃
員
外
介
と
中
衛
少
将
を
兼
任

し
て
い
た
こ
と
と
同
時
に
、
紫
微
少
弼
は
兼
官
で
は
な
く
、
正
官
で

あ

っ
た
こ
と
を
知
り
得
る
。
前
年
八
月
か
ら
こ
の
時
ま
で
の
間
に
正

官
と
兼
官

が
入
替
え
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
お
そ
ら
く
は
紫

微
大
弼
任
命

の
時
に
、
中
衛
少
将
を
兼
任
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
続
紀
』

の
任
官
記
事
は
、
兼
官
の
多
い
紫
微
中
墓
関
係
を
を

一
括

し
て
掲
げ
た
の
で
、
正
確
さ
が
失
わ
れ
て
い
る
。

任
官
記
事
は
、
『
職
員
令
』
所
載
の
官
職
順
に
分
け
て
引
用
し
た

の
で
、
紫
微
中
墓
は
太
政
官
と
中
務
省
の
問

に
あ
り
、
同
時
に
中
宮

職
か
ら
改
組
さ
れ
た
中
宮
省
は
中
務
省
と
式
部
省
の
間
に
あ
る
。

こ

の
記
載
順
か
ら
見
る
と
、
紫
微
中
墓
は
、
太
政
官

の
被
管
か
、

八
省

の
筆
頭
で
あ
る
中
務
省

の
上
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
諸
刊
本
は

「中
宮
省
」
を

「金
沢
文
庫
本
」

に
よ
り

「
中

務
省
」
と
改
め
て
い
る
が
、
こ
の
時
期
に
は
中
務
卿

に
石
上
乙
麻
呂

が
在
任
し
て
い
る
か
ら
、
「
金
沢
文
庫
本
」

の
誤
字

に
よ
る
校
訂

の

誤
り
で
あ
る
。
(山
田
英
雄

「中
宮
省
に
つ
い
て
」
『
続
日
本
紀
研
究
』

八
-
九
)

官
人
の
任
命
の
あ
と

一
月
余
た
っ
て
、
天
平
勝
宝
元
年

(七
四
九
)

九
月
戊
戌

(
七
)
条
に
至
り
、
紫
微
中
毫
官

人
の
官
位
相
当
が
決
定

さ
れ
て
、

九
月
戊
戌
。
制
紫
微
中
墓
官
位
。
令

一
人
、
正
三
位
官
。
大
弼

二
人
、
正
四
位
下
官
。
少
弼
三
人
、
従

四
位
下
官
。
大
忠
四
人
、

正
五
位
下
官
。
少
忠
四
人
、
従
五
位
下
官
。
大
跣
四
人
、
従
六

位
上
官
。
少
跣
四
人
、
正
七
位
上
官
。

と
あ
る
。
こ
の
記
事
を
紫
微
中
毫
設
置
と
考

え
て
、
設
置
以
前
に
官
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人

の
任
命
が
あ
る
の
は
お
か
し
い
か
ら
、
『
続
紀
』

の
日
付

に
誤
り

が
あ
る
と
す
る
見
解
も
あ
る
が
、
紫
微
中
墓
の
設
置
は
天
平
宝
字
二

年

(七

五
八
)
八
月
庚
子
朔
の
官
人
任
命
に
よ

っ
て
記
さ
れ
、
こ
の

日
は
紫
微
中
墓
官
職

の
官
位
相
当
を
決
定
し
た
と
し
て
差
し
支
え
な

か
ろ
う
。
大
弼
以
下
の
官
名
は
、
弾
正
墓
に
倣

っ
て
い
る
が
、
そ
の

理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
他
の
官
司
に
比
べ
て
、
弾
正
憂
の
官
職

名
が
唐

風
で
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
紫
微
中
毫
の
官
位
相
当
は
か

な
り
高
く
な

っ
て
い
る
。
紫
微
令
の
正
三
位
は
大
納
言
に
、
大
弼
の

正
四
位
下
は
中
務
省
を
除
く
七
省
の
卿
に
、
少
弼
の
従
四
位
下
は
神

祇
伯

・
中
宮
大
夫

・
春
宮
大
夫
に
、
大
忠

の
正
五
位
下
は
七
省
の
大

輔
や
弾
正
弼
、
少
忠

の
従
五
位
下
は
少
納
言

・
七
省
の
少
弼
に
相
当

す
る
。

紫
微
中
毫
は
、
大
宰
府
や
八
省
の
筆
頭
に
あ
る
中
務
省
よ
り

も

一
乃
至

二
段
上
の
格
に
当
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
は
、
大
納
言
正

三
位
藤
原
仲
麻
呂
の
紫
微
令
兼
任
を
前
提
と
し
て
行
な
わ
れ
た
格
付

け
で
あ
ろ
う
。

中
宮
省
は
、
光
明
皇
后
の
皇
后
宮
職
を
紫
微
中
毫
に
格
上
げ
す
る

の
に
と
も
な

っ
て
、
聖
武
天
皇
の
生
母
藤
原
宮
子
に
付
属
し
て
い
た

中
宮
職
を
昇
格
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
官
制
や
位
階
相
当
を
制
定

し
た
記
事
が
な
い
の
で
比
較
は
困
難
で
あ
る
が
、
任
命
さ
れ
た
結
果

は
、
卿

の
従
三
位
は
中
務
卿
よ
り

一
階
上
に
、
大
輔
の
従
四
位
下
も

中
務
大
輔
よ
り

一
階
上
に
、
少
輔
の
正
五
位

上
は
中
務
少
輔
よ
り

一

階
上
に
、
従
五
位
下
は
中
務
少
輔
の

一
階
下

で
七
省
少
輔
の

一
階
上

に
な

っ
て
い
る
。
紫
微
中
墓
よ
り
も
格
が
低

い
が
、
中
務
省
を
基
準

に
そ
れ
よ
り
も

一
段
上
の
格
付
け
を
想
定
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
事
情
の
上
に
、
紫
微
中
墓
の
職
務
を
考
え
る
と
き
、

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
天
平
宝
字

二
年

(七
五
八
)
八
月
甲
子

(
二

五
)
条
に
、
官
号
を
漢
風
に
改
正
し
て
、

太
政
官
、
惣
持
綱
紀
、
掌
治
邦
国
、
如
天
施
徳
、
生
育
万
物
。

故
改
為
乾
政
官
。
太
政
大
臣
日
大
師
、

左
大
臣
日
大
傅
、
右
大

臣
日
大
保
、
大
納
言
日
御
史
大
夫
。
紫
微
中
毫
、
居
中
奉
勅
、

頒
行
諸
司
。
如
地
承
天
、
亭
毒
諸
物
。
故
改
為
坤
宮
官
。
(
下

略
)

と
あ
る
記
事
に
よ

っ
て
、
「乾
政
官
」
す
な

わ
ち

「
太
政
官
」

に
匹

敵
す
る
官
司
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
こ
に

「
居

中
奉
勅
、
頒
行
諸
司
。」
と
い
う
の
は
、
公
式
令
で
い
う
詔
勅
で
は

な
く
、
本
来
は
内
廷
で
天
皇

・
太
上
天
皇

・
皇
太
后
な
ど
の
の
意
志

を

「
み
こ
と
の
り
」
と
し
て
、
関
係
諸
司

に
伝
達
す
る
こ
と
と
考
え

ら
れ
る
。
「
如
地
承
天
」
は
太
政
官
の

「如

天
施
徳
」
と
の
対
比
か

ら
で
た
文
言

で
あ
る
が
、
コ
早
毒
諸
物
」
と
連
携
が
充
分

で
は
な
い
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よ
う
で
あ
る
。
亭
は
整
え
る
、
毒
は
治

め
る
の
意
味
で
、
『
老
子
』

の

「
亭
之
毒
之
」
を
襲

っ
て
い
る
ら
し
い
が
、
「
生
育
万
物
」
と
対

比
す
る
と
具
体
性
を
伴
わ
ず
、
何
を
意
味
す
る
の
か
理
解
に
苦
し
む

と
こ
ろ

で
あ
る
。
し
か
し
後

で
述
べ
る
よ
う
に
、
聖
武
太
上
天
皇
の

崩
後

に
、

紫
微
中
墓
の
性
格
が
変
化
し
て
い
る
か
ら
、
そ
の
変
化
し

た
状
態
を
念
頭
に
お
い
て
の
文
章
と
す
る
な
ら
ば
、
「
勅
」
を
公
式

の
も
の
と
し
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。

こ
の
文
章

で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「乾
坤
」
を

二
つ
の
官
司
に
配

分
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
乾
政
官
」

の
方
が

「
坤
宮
官
」
よ

り
も
上
位
に
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
点

で
あ
る
。
紫
微
中
毫
が

実
際
に
太
政
官
に
匹
敵
す
る
官
司
で
あ

っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

は
じ
め

に
引
い
た
天
平
宝
字
四
年

(
七
六
〇
)
六
月
乙
丑
条
の
光
明

皇
太
后

の
崩
伝
に
は
、
「改
皇
后
宮
職
、
日
紫
微
中
毫
。
妙
選
勲
賢
、

並
列
墓

司
。
」
と
あ
る
が
、
こ
の
文
章
も
紫
微
中
毫

の
権
力
を
強
調

し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
担
当
官
司
に
高
位
高
官
が
羅
列
す
る
と
い

う
こ
と

で
、
皇
太
后

の
栄
誉
を
輝
か
せ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

兼
官
が
多
い
紫
微
中
墓
の
首
脳
部
の
な
か
で
、
背
奈
王
福
信
は
紫

微
少
弼
を
本
官
と
し
、
多
治
比
真
人
土
作
は
大
忠
を
本
官
と
し
た
ら

し
い
。
福
信
の
任
命
当
初
の
官
位
は
従
四
位
下
で
あ

っ
て
、
「
官
位

令
」

に
よ
る
と
神
紙
伯

・
中
宮
大
夫

・
春
宮
大
夫
に
相
等
す
る
。
紫

微
中
墓
官
人
を
本
務
と
す
る
最
高
の
少
弼
背
奈
王
福
信
の
位
階
が
、

皇
后
宮
職
と
同
格
の
中
宮
職
の
長
官

「中
宮
大
夫
」
と

一
致
し
て
い

る
の
は
、
紫
微
中
毫
の
性
格
を
考
え
る
上
で
偶
然
と
は
思
え
な
い
。

三

紫
微
中
壷
の
動
向

聖
武
太
上
天
皇
の
生
前
に
紫
微
中
壷
が
発
行
し
た
文
書
は
、
実
例

が
残

っ
て
い
な
い
の
で
、
「符
」

・
「
解
」

・

「
移
」
な
ど
の
用
例

に
よ

っ
て
、
他
の
官
司
と
の
上
下
並
列
の
関
係
を
み
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
「
正
倉
院
文
書
」
と
い
う
限
界
は
あ

る
が
、
紫
微
令
が
下
命

し
た
も
の
は
、
「大
般
若
経
紙
筆
墨
充
帳
」

に

(
一
一
-

一
六
七
)、

天
平
勝
宝
四
年

(中
略

二
月
)

十
二
日
納
色
紙
壱
伯
伍
拾
張

右
、
依
紫
微
中
墓
令
藤
原
卿
今
日
宣
、
奉
写
薬
師
経
七
巻
料
。

自
内
裏
来
者
。

検
他

田
水
主

三
嶋

「
宗
麻
呂
」

と
あ
る
の
み
で
、
他
に
紫
微
中
墓
の
官
人
が
命
じ
た
例
を
見
て
も
、

写
経

の
実
施
、
経
典
の
貸
借
な
ど
に
限
ら
れ

て
い
る
。

藤
原
仲
麻
呂
が
紫
微
令

に
任
命
さ
れ
た
後
も
、
『
続
紀
』

の
記
事
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や

『
類
聚
三
代
格
』
の
官
符
に
は
、
す
べ
て

「大
納
言
」
と
な

っ
て

い
て
、

「紫
微
令
」

や

「兼
紫
微
令
」
と
す
る
も
の
は
な
い
。
大
納

言
仲
麻

呂
の
宣
に
よ
り
施
行
さ
れ
た
詔
勅
が
多
く
て
も
、
そ
れ
は
紫

微
令
で
あ

っ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
紫
微
令
に
な
る
よ
う
な

人
物
で
あ

っ
た
か
ら
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
き

に
引
用
し
た

『続
紀
』
天
平
宝
字
二
年

(
七
五
八
)
八
月
庚

子
朔
条

の
尊
号
上
程
の
記
事
に
は
、
光
明
皇
太
后
に
つ
い
て
、

皇
太
后
、
叡
徳
上
昇
、
善
穆
麗
天
之
位
、
深
仁
下
濟
、
愛
昭
法

地
之
猷
。
日
月
於
是
貞
明
、
乾
坤
以
之
交
泰
。
遂
乃
欽
承
顧
命
、

議
定
皇
儲
。
奔
親
挙
疎
、
心
在
公
正
。
実
在
志
於
天
下
、
永
無

私
於

一
己
。
既
而
遊
神
恵
苑
、
体
三
空
之
玄
宗
。
降
　
禅
林
、

開

一
真
之
妙
覚
。
大
慈
至
深
、
建
薬
院
而
普
濟
、
弘
願
潜
運
、

設
悲
田
而
広
救
。
是
以
煙
浮
震
握
、
宝
鎮
呈
祥
、
虫
彫
藤
枝
、

禎
文
告
徳
。
遂
使
百
神
協
賛
、
天
平
之
化
不
窮
、
黎
元
楽
推
、

地
成
之
徳
途
遠
。

と
あ
り
、
聖
武
太
上
天
皇
の
崩
後
に

つ
い
て
は
、
「
欽
承
顧
命
、
議

定
皇
儲
。
奔
親
挙
疎
、
心
在
公
正
。
実
在
志
於
天
下
、
永
無
私
於

一

己
。
」
と
、
大
炊
王

(淳
仁
天
皇
)
を
皇
太
子
に
選
定
し
た
こ
と
を

功
績
と

し
て
い
る
が
、
聖
武
太
上
天
皇
生
前
の
行
動
は
、
「
建
薬
院

而
普
濟
、
弘
願
潜
運
、
設
悲

田
而
広
救
。」
と
い
う
の
み
で
あ
る
。

「薬
院
」
す
な
わ
ち
施
薬
院
の
初
見
は
、
天
平

二
年

(七
三
〇
)
四

月
辛
未
条
に
、

辛
未
。
始
置
皇
后
宮
職
施
薬
院
。
令
諸
国
以
職
封
井
大
臣
家
封

戸
庸
物
、
充
価
買
取
草
薬
、
毎
年
進
之
。

と
あ

っ
て
、
聖
武
天
皇
の
退
位
以
前
、
皇
后

に
立
て
ら
れ
た
初
期
の

こ
と
を
い
っ
て
い
る
。
「悲
田
」
す
な
わ
ち
悲
田
院
の
創
設
に
つ
い

て
は
、
確
実
な
史
料
は
な
い
が
、
同
じ
頃

の
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
。

も
し
聖
武
天
皇

の
譲
位
の
後
に
悲
田
院
が
設
立
さ
れ
た
と
し
て
も
、

聖
武
太
上
天
皇

の
同
意
の
上
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

光
明
皇
太
后

の
善
行

の
結
果
と
し
て
、
「是
以
煙
浮
震
握
、
宝
錬

呈
祥
、
虫
彫
藤
枝
、
禎
文
告
徳
。
」
と
い
う
事
件
が
あ

っ
た
の
は
、

尊
号
が
奉
ら
れ
た
天
平
宝
字
二
年

(七
五
八
)
二
月
己
巳
条
に
、

己
巳
。
勅
日
。
得
大
和
国
守
従
四
位
下
大
伴
宿
祢
稲
公
等
奏
俗
。

部
下
城
下
郡
大
和
神
山
、
生
奇
藤
。
其
根
、
虫
彫
成
文
十
六
字
、

王
大
則
井
天
下
人
此
内
任
太
平
臣
守
昊
命
。
即
下
博
士
議
之
、

威
云
。
臣
守
天
下
、
王
大
即
井
。
内
任
此
人
、
昊
命
太
平
。
此

知
。
群
臣
尽
忠
、
共
守
天
下
。
王
大
覆
載
、
無
不
兼
井
。
聖
上

挙
賢
、
内
任
此
人
、
昊
天
報
徳
、
命
其
太
平
者
也
。
加
以
、
地

即
大
和
神
山
、
藤
此
当
今
宰
輔
。
事

已
有
効
、
更
亦
何
疑
。
朕

恭
受
天
既
、
還
恐
不
徳
。
好
哉
卿
士
、
戒
之
、
慎
之
。
敬
順
神

一11一



教
、

各
修
ホ
職
、
勤
存
撫
育
、
共
致
良
治
。
其
大
和
国
者
、
宜

免

今
年
調
、
当
郡
司
者
、
加
位

一
級
。
貢
瑞
人
大
和
雑
物
者
、

特
叙
従
六
位
下
、
賜
絶
廿
疋

・
綿
冊
屯

・
布
六
十
端

・
正
税

二

千
束
。

と
あ
る
よ
う
に
、
三
輪
山
で
根
に
文
字
を
彫
成
し
た

「奇
藤
」
が
発

見
さ
れ
た
と
い
う
に
当
た
る
。

こ
の
よ
う
に
、
聖
武
太
上
天
皇
の
在
世
中
に
関
し
て
は
、
光
明
皇

太
后
の
事
績
と
な
る
も
の
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
に
も
、
紫
微

中
毫
が
太
政
官
と
並
ぶ
よ
う
な
政
務
に
関
与
し
て
い
た
と
す
る
こ
と

が
で
き

る
文
字
は
な
い
。

四

紫
微

中
憂

の
変
化

聖
武

天
皇

の
崩
御
の
後
に
は
、
幾
分
か
状
況
が
変
わ

っ
て
く
る
。

紫
微
中
憂
中
枢
部
の
官
人
の
署
名
は
、
天
平
勝
宝
七
年

(七
五
五
)

か
ら
天
平
勝
宝
八
歳

(
七
五
六
)

に
か
け
て
の

「
施
入
文
書
」

や

「献
物

帳
」

に
見
え
る
。

①

「
孝
謙
天
皇
東
大
寺
領
施
入
勅
」
(四
-

八
四
)

勅

板
蝿
杣
壱
処

(中
略
)

以
前
、
奉
十
月
七
日

勅
、
所
入
如
件
。

天
平
勝
宝
七
歳
十
二
月
廿
八
日

奉
勅従

二
位
行
大
納
言
兼
紫
微
令
中
衛
大
将
近
江
守
藤
原
朝
臣

従
三
位
行
左
京
大
夫
兼
侍
従
大
倭
守
藤
原
朝
臣

紫
微
大
忠
正
五
位
下
兼
行
左
兵
衛
率
右
馬
監
加
茂
朝
臣

②

「
孝
謙
天
皇
東
大
寺
宮
宅
田
園
施
入
勅
」
(
四
1

=

勅
奉
入
東
大
寺
宮
宅
及
田
園
等

(中
略
)

以
前
、
奉
去
五
月
廿
五
日

勅
、
所
入
如
件
。

天
平
勝
宝
八
歳
六
月
十

二
日

従
二
位
大
納
言
兼
紫
微
令
中
衛
大
将
近
江
守
藤
原
朝
臣

従
三
位
行
左
京
大
夫
兼
侍
従
大
倭
守
藤
原
朝
臣

従
四
位
上
行
紫
微
少
弼
兼
中
衛
少
将
山
背
守
巨
萬
朝
臣

紫
微
大
忠
正
五
位
下
兼
行
左
兵
衛
率
左
右
馬
監
賀
茂
朝
臣

従
五
位
上
行
紫
微
少
忠
葛
木
連

③

「
国
家
珍
宝
帳
」
(
四
-

一
二

一
)

奉
為

太
上
天
皇
、
捨
国
家
珍
宝
等
入
東
大
事
願
文

仲
麻
呂
永
手
角
足

八
)戸 角 福 永 仲

主 足 信 手 麿
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皇
太
后
御
製

妾
聞
。
悠

々
三
界
、
猛
火
常
流
。
杏

々
五
道
、
毒
網
是
壮
。
所

以
自
在
大
雄
、
天
人
師
仏
、
無
法
鈎
而
利
物
、
開
智
鏡
而
済
世
。

遂
使
擾

々
群
生
入
寂
之
域
、
姦

々
品
類
趣
常
楽
之
庭
。
故
有
帰

依
則
滅
罪
元
量
、
供
養
則
獲
福
元
上
。
伏
惟
、

先
帝
陛
下
、
徳
合
乾
坤
、
明
並
日
月
。
崇
三
宝
而
遇
悪
、
統
四

摂
而
楊
休
。
声
籠
天
竺
、
菩
提
僧
正
、
渉
流
沙
而
遠
到
、
化
及

振

旦
、
堕
真
和
上
、
凌
槍
海
而
遙
来
。
加
以
、
天
惟
薦
福
、
神

祇
呈
祥
、
地
不
惜
珍
、
人
民
称
聖
、
恒
謂
千
秋
万
歳
、
合
歓
相

保
、
誰
期
幽
塗
有
阻
。
閲
水
悲
涼
、
霊
寿
無
増
、
穀
林
揺
落
、

隙
駆
難
駐
、
七
々
俄
来
、
茶
襟
転
積
、
酷
意
弥
深
。
披
后
土
而

無
徴
、
訴
皇
天
而
不
弔
、
将
欲
愛
託
勝
業
、
式
資

聖
霊
。
故

今
奉
為

先
帝
陛
下
、
捨
国
家
珍
宝
、
種
々
翫
好
、
及
御
帯

・
牙
笏

・
弓

箭

・
刀
剣
、
兼
書
法

・
楽
器
等
、
入
東
大
寺
、
供
養
盧
舎
那
仏
、

及
諸
仏
菩
薩

・
一
切
賢
聖
。
伏
願
、
持
薙
妙
福
。
奉
翼

仙

儀
、
永
駅
法
輪
、
速
到
花
蔵
之
宝
刹
、
恒
受
妙
楽
、
終
遇
舎

那
之
宝
麺
、
将
普
賢
菩
薩
而
宣
遊
、
共
文
殊
而
展
化
、
仁
霜
百

億
、
徳
被
三
千
。
又
願
。

今
帝
陛
下
、
寿
同
法
海
、
福
類
虚
空
。
劫
石
尽
而
不
尽
、
海
水

端
而
無
端
、
身
心
永
泰
、
動
息
常
安
。
復
乃
天
成
地
平
、
時
康

俗
阜
、
万
姓
奉
元
為
之
化
、
百
工
遵
有
道
之
風
、
十
方
三
界
、

六
道
四
生
、
同
箔
此
福
、
威
登
妙
果
。

献

盧
舎
那
仏

(中
略
)

右
件
、
皆
是

先
帝
翫
弄
之
珍
、
内
司
供
擬
之
物
、

追
感
疇
昔
、
触
目
崩
擢
。

謹
以
奉
献

盧
舎
那
仏
。
伏
願
、
用
此
善
因
、
奉
資
冥
助
、
早
遊
十
聖
、
普

済
三
途
、
然
後
鳴
攣
花
蔵
之
宮
、
住
躍
浬
藥
之
岸
。

天
平
勝
宝
八
歳
六
月
廿

一
日

従
二
位
行
大
納
言
兼
紫
微
令
中
衛
大
将
近
江
守
藤
原
朝
臣

「仲
麻
呂
」

従
三
位
行
左
京
大
夫
兼
侍
従
大
倭
守
藤
原
朝
臣

「永
手
」

従
四
位
上
行
紫
微
少
弼
兼
中
衛
少
将
山
背
守
巨
萬
朝
臣

「福
信
」

紫
微
大
忠
正
五
位
下
兼
行
左
兵
衛
率
左
右
馬
監
賀
茂
朝
臣

「角
足
」

従
五
位
上
行
紫
微
少
忠
葛
木
連

コ
　
主
」

④

「
種
々
薬
帳
」
(四
-

一
七

一
)

奉

盧
舎
那
仏
種

々
薬

(中
略
)

以
前
、
安
置
堂
内
、
供
養
盧
舎
那
仏
。
若
有
縁
病
苦
可
用
者
、
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並
知
僧
綱
、
後
聴
充
用
。
伏
願
、
服
此
薬
者
、
万
病
悉
除
、
千

苦
皆
救
、
諸
善
成
就
、
諸
悪
断
却
。
自
非
業
道
、
長
無
天
折
、

遂
使
命
終
之
後
、
往
生
花
蔵
世
界
、
面
奉
盧
舎
那
仏
、
必
欲
証

得
遍
法
界
位
。

天
平
勝
宝
八
歳
六
月
廿

一
日

従
二
位
行
大
納
言
兼
紫
微
令
中
衛
大
将
近
江
守
藤
原
朝
臣

「
仲
麻
呂
」

従
三
位
行
左
京
大
夫
兼
侍
従
大
倭
守
藤
原
朝
臣

「永
手
」

従
四
位
上
行
紫
微
少
弼
兼
中
衛
少
将
山
背
守
巨
萬
朝
臣

「
福
信
」

紫
微
大
忠
正
五
位
下
兼
行
左
兵
衛
率
左
右
馬
監
賀
茂
朝
臣

「
角
足
」

従
五
位
上
行
紫
微
少
忠
葛
木
連

コ
　
主
」

⑤

「法
隆
寺
献
物
帳
」
(四
-

一
七
六
)

献
法
隆
寺
(中
略
)

奉
今
月
八
日

勅
、
前
件
、
並
是

先
帝
翫
弄
之
珍
、
内
司
供
擬
之
物
、
各
分
数
種
、

謹
献
金
光
明
等
十
八
寺
、
宜
令
常
置

仏
前
、
長
為
供
養
。
所
願
、
用
此
善
因
、
奉
資
冥
助
、
早
遊
十

聖
、
普
済
三
途
、
然
後
鳴
攣
花
蔵
之
宮
、
住
躍
浬
藥
之
岸
。

天
平
勝
宝
八
歳
七
月
八
日

従
二
位
行
大
納
言
兼
紫
微
令
中
衛
大
将
近
江
守
藤
原
朝
臣
「仲
麻
呂
」

従
三
位
行
中
務
卿
兼
左
京
大
夫
侍
従
藤
原
朝
臣

「永
手
」

従
四
位
上
行
紫
微
少
弼
兼
武
蔵
守
巨
萬
朝
臣

「福
信
」

紫
微
大
忠
正
五
位
下
兼
行
左
兵
衛
率
左
右
馬
監
賀
茂
朝
臣

「
角
足
」

従
五
位
上
行
紫
微
少
忠
葛
木
連

「戸
主
」

⑥

「屏
風
花
蔑
等
帳
」
(四
-

一
七
七
)

献
東
大
寺

(中
略
)

右
件
、
今
月
十
七
日
奉

勅
、
献
東
大
寺
、
具
如
前
件
。

天
平
勝
宝
八
歳
七
月
廿

六
日

従
二
位
行
大
納
言
兼
紫
微
令
中
衛
大
将
近
江
守
藤
原
朝
臣
「
仲
麻
呂
」

従
三
位
行
中
務
卿
兼
左
京
大
夫
侍
従
藤
原
朝
臣

「永
手
」

従
四
位
上
行
紫
微
少
弼
兼
武
蔵
守
巨
萬
朝
臣

「
福
信
」

従
位
下
守
右
大
弁
兼
紫
微
少
弼
春
宮
大
夫
行
侍
従
勲
十
二
等
巨
勢
朝
臣

堺
麻
呂

紫
微
大
忠
正
五
位
下
兼
行
左
兵
衛
率
左
右
馬
監
賀
茂
朝
臣

「角
足
」

従
五
位
上
行
紫
微
少
忠
兼
常
陸
員
外
介
葛
木
連

「
戸
主
」

③

「
国
家
珍
宝
帳
」
以
下
の
い
わ
ゆ
る

「献
物
帳
」
は
、
原
本
が

正
倉
院
と
法
隆
寺
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
確
実
な
史
料
で
あ
る
。

「献
物
帳
」
は
、
紫
微
中
墓
の
官
人
が
、
光

明
皇
太
后
の
指
令
を
施

行
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
天
平
勝
宝
元
年

(七
四
九
)
八
月
の
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任
命
か
ら
時
日
が
経
過
し
て
い
る
の
で
、
任
命
記
事
と
比
べ
る
と
、

位
階

・
官
職

・
氏
姓
に
は
変
化
が
み
ら
れ
る
。

「
献

物
帳
」
の

一
群

に
類
似
し
て
い
る
の
は
、
天
平
感
宝
元
年

(
七
四
九
)
閏
五
月
廿
日
の

「
聖
武
天
皇
施
入
勅
願
文
」
(
三
-

二

四
〇
)

で
あ
る
。

[絶
伍
信
匹
。

綿
壱
任
屯
。

布
壱
任
端
。

稲
壱
拾
万
斤
。

墾
田
地
壱
悟
町
。

依

前
、
捧
上
件
物
、
以
花
厳
経
為
本
、

一
切
大
乗
小
乗
経
律
論

抄
跣
章
等
、
必
為
転
読
講
説
、
悉
令
尽
寛
。
遠
限
日
月
、
窮
未

来

際
、
敬
納
彼
寺
、
永
為
学
分
。
以
此
発
願
、

太
上
天
皇
沙

弥

勝
満
、
諸
仏
擁
護
、
法
薬
薫
質
、
万
病
消
除
、
寿
命
延
長
、

一
切
所
願
、
皆
使
満
足
、
令
法
久
住
、
抜
済
群
生
、
天
下
太
平
、

兆
民
快
楽
、
法
界
有
情
、
共
成
仏
道
。

復

誓
。
其
後
代
有
不
道
之
主

・
邪
賊
之
臣
、
若
犯
若
破
障
而
不

行
者
、
是
人
必
得
破
辱
十
方
三
世
諸
仏
菩
薩

・
一
切
賢
聖
之
罪
、

終
当
落
大
地
獄
、
無
数
劫
中
、
永
無
出
離
)
復
十
方

一
切
諸
天

・

梵

王
帝
釈

・
四
天
大
王

・
天
竜
八
部

・
金
剛
密
跡

・
護
法
護
塔

・

大
善
神
王
、
及
普
天
率
土
有
大
威
力
天
神
地
祇

・
七
廟
尊
霊
、

井

佐
命
立
功
大
臣
将
軍
之
霊
等
、
共
起
大
禍
、
永
滅
子
孫
。
若

不
犯
触
、
敬
懇
行
者
、
世
世
累
福
、
紹
隆
子
孫
、
共
出
塵
城
、

早
登
覚
岸
。

天
平
感
宝
元
年
閏

五
月
廿
日

「
勅
」

奉

勅

正

一
位
行
左
大
臣
兼
大
宰
帥
橘
宿
祢

「諸
兄
」

右
大
臣
従
二
位
藤
原
朝
臣

「豊
成
」

大
僧
都

「行
信
」

こ
の
文
書
は
、
宛
先
が
擦
消
さ
れ
て
い
る
が
、
『
続
紀
』
天
平
勝
宝

元
年

(七
四
九
)
閏
五
月
癸
丑

(
二
〇
)
条
に
、

癸
丑
。
詔
捨
大
安

・
薬
師

・
元
興

・
興
福

・
東
大
五
寺
、
各
絶

五
百
匹

・
綿

一
千
屯

・
布

一
千
端

・
稲

一
十
万
束

・
墾
田
地

一

百
町
。
法
隆
寺
、
絶
四
百
匹

・
綿

一
千
屯

・
布
八
百
端

・
稲

一

十
万
束

・
墾
田
地

一
百
町
。
弘
福

・
四
天
王
二
寺
、
各
絶
三
百

匹

・
綿

一
千
屯

・
布
六
百
端

・
稲

一
十
万
束

・
墾
田
地

一
百
町
。

崇
福

・
香
山
薬
師

・
建
興

・
法
花
四
寺
、
各
絶

二
百
匹

・
布
四

百
端

・
綿

一
千
屯

・
稲

一
十
万
束

・
墾
田
地

一
百
町
。
因
発
御

願
日
。
以
花
厳
経
為
本
、

一
切
大
乗
小
乗
経
律
論
抄
組
章
等
、

必
為
転
読
講
説
、
悉
令
尽
寛
、
遠
限
日
月
、
窮
未
来
際
。
今
故

以
菰
資
物
、
敬
捨
諸
寺
。
所
翼
、

太
上
天
皇
沙
弥
勝
満
、
諸

仏
擁
護
、
法
薬
薫
質
、
万
病
消
除
、

寿
命
延
長
、

一
切
諸
願
、
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皆
使
満
足
、
令
法
久
住
、
抜
済
群
生
、
天
下
太
平
、
兆
民
快
楽
、

法

界
有
情
、
共
成
仏
道
。
」
(下
略
)

と
あ
る
か
ら
、
大
安
寺

・
薬
師
寺

・
元
興
寺

・
興
福
寺

・
東
大
寺
の

う
ち
に
宛

て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
文
書

の
対
象
と
な
る
寺
院

に
は
諸
説
が
あ
る
が
、
文
書
が
多
く
伝
来
し
て
い
る
東
大
寺
の
可
能

性
が
強

い
と
思
わ
れ
る
。

『
続
紀
』
に
よ
る
と
、
孝
謙
天
皇
の
即
位
は
七
月
甲
午

(
二
)
に

記
さ
れ

て
い
る
の
で
、

こ
の
文
書
や

『続
紀
』

に

「
太
上
天
皇
」
と

あ
る
の
に
疑
問
を
も
つ
向
き
も
あ
る
が
、
空
位
か
践
酢
の
存
在
を
認

め
る
な
ら
ば
、
聖
武
天
皇
が
閏
五
月

二
十
日
以
前
に
退
位
し
、
準
備

が
整

っ
て
七
月
甲
午

(
二
)
に
孝
謙
天
皇
が
即
位
し
た
と
し
て
差
支

え
な
か
ろ
う
。

こ
の
文
書
は
、
全
文
願
文
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
冒

頭
に
記
す
物
件

の
施
入
を
命
じ
た
文
書
で
あ

っ
て
、
命
令
と
願
文
の

順
序
は
違
う
が

「
献
物
帳
」
と
同
種

の
文
書
で
あ
る
。
こ
の
文
書
に

は
、
太
政
官

の
最
高
位
に
あ

っ
た
左
右
大
臣
と
、
僧
綱
の
最
高
位
に

あ

っ
た
大
僧
都
が
署
名
し
て
い
る
。
大
僧
都
行
信
は
は
施
入
対
象
が

寺
院
で
あ
る
関
係
か
ら
署
名
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

③

「
国
家
珍
宝
帳
」
は
、
冒
頭
の
願
文
の
は
じ
め
に
、
「皇
太
后

御
製
」

と
あ
る
か
ら
、
光
明
皇
太
后
の
意
志
に
よ
る
寄
進

で
あ
る
。

こ
れ
を
実
行
す
る
際
に
、
紫
微
中
毫
の
官
人
が
連
署
す
る
の
は
当
然

で
あ
る
が
、

二
番
目
に

「
従
三
位
行
左
京
大
夫
兼
侍
従
大
倭
守
藤
原

朝
臣
永
手
」

の
署
名
が
あ
る
理
由
は
、
ま
だ
考
え
ら
た
こ
と
が
な
い

よ
う
で
あ
る
。
④

「
種
々
薬
帳
」
の
署
名
も
同
様
で
あ
る
。

⑤

「
法
隆
寺
献
物
帳
」
と
⑥

「屏
風
花
蔑
等
帳
」
に
は
、
同
じ
署

名
の
な
か
に
、
昇
進
し
て

「従
三
位
行
中
務
卿
兼
左
京
大
夫
侍
従
藤

原
朝
臣
永
手
」
の
署
名
が
あ
る
。
⑤

「法
隆
寺
献
物
帳
」
に
は

「奉

今
月
八
日
勅
、
」
と
あ
り
、
⑥

「屏
風
花
蔑
等
帳
」

に
は
、
「今
月

十
七
日
奉
勅
、
」
と
あ
る
が
、
同
様
な
意
図
を
も

つ
文
書
で
あ
り
、

署
名
す
る
官
人
も

一
致
し
て
い
る
か
ら
.
③

「
国
家
珍
宝
帳
」
や
④

「
種
々
薬
帳
」
と
同
じ
く
、
光
明
皇
太
后

の
下
命
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。藤

原
永
手
の
署
名
に
共
通
す
る
の
は

「
左
京
大
夫
」
と

「侍
従
」

で
あ
る
が
、
「侍
従
」
に
注
目
し
た
い
。
侍

従
は
中
務
省

に
所
属
し

て
、
天
皇

に
常
侍
し
て
い
る
。
「
献
物
帳
」

に

「
侍
従
」
も
し
く
は

「中
務
卿

・
侍
従
」
の
署
名
が
あ
る
の
は
、
聖
武
天
皇
の
意
志
を
寺

院
に
伝
達
す
る
の
に
、
寺
院
に
関
係
す
る

「大
僧
都
」
が
署
名
し
た

の
と
同
様
に
、
聖
武
太
上
天
皇
の
遺
品
を
管
理
し
て
い
た
こ
と
に
関

係
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
光
明
皇
太
后
の
意
志
に
よ
る
遺
品
の
施
入

が
、
紫
微
中
毫
の
み
に
よ

っ
て
実
施
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
に
も
注
意

す
る
必
要
が
あ
る
。
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皇
太
后
の
命
は
、
「公
式
令
」

に
よ
る
と
、
「
令
旨
」
の
は
ず

で
あ

る
が
、

「献
物
帳
」

で
は

「勅
」
と
さ
れ
て
い
る
。
『
続
紀
』
天
平
宝

字
元
年

(七
五
七
)
七
月
己
酉

(
三
)
条
に
も
、

己
酉
。
勅
右
大
臣
藤
原
朝
臣
豊
成

・
中
納
言
藤
原
朝
臣
永
手
等

八
人
、
就
左
衛
士
府
、
勘
問
東
人
等
。
東
人
確
誉
無
之
。
是
夕
。

内
相
藤
原
朝
臣
仲
麻
呂
、
侍
御
在
所
、
召
塩
焼
王

・
安
宿
王

・

黄
文
王

・
橘
奈
良
麻
呂

・
大
伴
古
麻
呂
五
人
、
伝
太
后
詔
、
宣

日
。
塩
焼
等
五
人
乎
人
告
謀
反
。
汝
等
、
為
吾
近
人
、

一
毛
吾

乎
可
怨
事
者
、
不
所
念
。
汝
等
乎
皇
朝
者
、
己
巳
太
久
高
治
賜

乎
、
何
乎
怨

嚇
所
雛

然
将
為
不
有
魏

所
念
。
是
以
、
汝
等

罪
者

免
賜
。
今
往
前
者
莫
為
止
宣
。
詔
詑
、
五
人
退
出
南
門
外
、

稽

首
謝
恩
。

と
あ

っ
て
、
皇
太
后

の
意
志
を

「詔
」
と
い
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
の

場
合

の

「
勅
」
も
、
皇
太
后
の
命
令
と
し
て
差
支
え
な
か
ろ
う
。
紫

微
中
毫

の
設
置
に
よ

っ
て
、
皇
太
后
の
命
を

「
詔

・
勅
」
と
し
た
と

い
え
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
う

で
あ

っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
『
続

紀
』
天
平
宝
字
四
年

(
七
六
〇
)
六
月
乙
丑

(七
)
の
光
明
皇
太
后

の
崩
伝

に
そ
の
旨
が
記
載
さ
れ
て
い
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
し
、
そ

の
よ
う
な
措
置
が
と
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
史
料
も
な
い
か
ら
、
慣
用

的
に
用

い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

四
通
の

「
献
物
帳
」
に
、
内
印

「
天
皇
御
璽
」
が
踏
さ
れ
て
い
る

か
ら
、

こ
れ
ら
は
孝
謙
天
皇
の
命
を
伝
え
て
い
る
と
か
、
皇
太
后
の

文
書
に
内
印
が
踏
さ
れ
る
の
は
お
か
し
い
と

の
議
論
が
あ
る
が
、
皇

太
后
や
太
上
天
皇
の
印
は
存
在
は
な
い
か
ら
、
皇
太
后
の
意
志
は
、

天
皇
の
意
志
と
同
様
で
あ
る
と
し
て
内
印
を
踏
さ
ざ
る
を
え
な
か

っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
天
平
宝
字
元
年

(七
五
七
)
七
月
庚
戌

(
四
)
条

に
は
、庚

戌
。
詔
、
更
遣
中
納
言
藤
原
朝
臣
永
手
等
、
窮
問
東
人
等
。

款
云
。
(中
略
)
去
六
月
中
。
(中
略
)
庭
中
、
礼
拝
天
地
四
方
、

共
歓
塩
汁
、
誓
日
。
将
以
七
月
二
日
闇
頭
、
囲
内
相
宅
殺
劫
、

即
囲
大
殿
、
退
皇
太
子
。
次
傾
皇
太
后
宮
、
而
取
鈴
璽
。
(
下

略
)

と
あ

っ
て
、
こ
の
こ
ろ
駅
鈴
と
内
印
が
皇
太
后
宮
に
あ

っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
こ
の

一
年
前
の
天
平
勝
宝
八
年

(七
五
六
)
に
、
内

印
が
皇
太
后
宮
に
あ

っ
た
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
も
し
か
す
る

と
皇
太
后

の
意
志
を
伝
え
る
文
書
に
踏
さ
れ

て
い
る
の
は
、
内
印
が

皇
太
后
の
手
元
に
あ

っ
た
こ
と
に
も
関
係
す

る
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
請
印
の
手
続
に
つ
い
て
の
詳
細
は
ま

っ
た
く
わ
か
ら
な
い
し
、

「
太
政
官
印
」
す
な
わ
ち
外
印
が
ど
こ
に
あ

っ
た
か
も
わ
か
ら
な
い

が
、
紫
微
中
毫
が
内
印
と
外
印
を
管
理
し
、
請
印
も
皇
太
后
に
対
し
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紫
微
中
墓
が
行
な

っ
て
、
少
納
言
が
関
与
し
な
か

っ
た
と
は
い
え
な

い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
後

の
内
印
の
所
在
は
、
天
平
宝
字
八
年

(七
六
四
)
九
月
乙

巳
条
に
、

乙

巳
。
太
師
藤
原
恵
美
朝
臣
押
勝
、
逆
謀
頗
泄
。
高
野
天
皇
、

遣
少
納
言
山
村
王
、
収
中
宮
院
鈴
印
。
(以
下
略
)

と
あ
り
、
内
印
は
中
宮
院
に
お
か
れ
、
管
理
者

で
あ
る
少
納
言
が
鈴

印
の
回
収

に
赴

い
て
い
る
の
に
注
目
さ
れ
る
。
中
宮
院
は
、
天
平
宝

字
六
年

(
七
六
二
)
五
月
辛
丑

(
二
三
)
条
に
、

辛

丑
。
高
野
天
皇
、
与
帝
有
隙
。
於
是
、
車
駕
還
平
城
宮
。
帝

御
干
中
宮
院
、
高
野
天
皇
御
干
法
華
寺
。

と
見
え
て
、
淳
仁
天
皇
の
居
所

で
あ
る
。

こ
の
年
六
月
庚
戌

(三
)

条
に
、庚

戌
。
喚
集
五
位
巳
上
於
朝
堂
、
詔

日
。
(中
略
)
但
、
政
事

波
、

常
祀
利
小
事
波
今
帝
行
給
倍
。
国
家
大
事
賞
罰

二
柄
波
、

朕
行
牟
。
(下
略
)

と
あ

っ
て
、
「
国
家
大
事
賞
罰
二
柄
」
を
孝
謙
太
上
天
皇
が
掌
握
し

た
後
に
も
、
鈴
印
は
太
上
天
皇

の
手
元
に
は
な
く
、
天
皇

の
身
辺
に

保
管
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
が
常
態
で
、
皇
太
后
の
も
と
に
内
印
が
あ

っ

た
の
は
特
殊
な
状
態
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
聖
武
太
上
天
皇
の
崩
後

で
、

反
乱
が
予
想
さ
れ
る
時
期
で
あ

っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
①

「孝
謙
天
皇
東
大
寺
領
施
入
勅
」

と
、
②

「
孝
謙
天
皇
東
大
寺
宮
宅
田
園
施
入
勅
」
は
、
『
大
日
本
古
文

書
』
の
編
者
に
よ

っ
て
、
孝
謙
天
皇
の
勅
と
さ
れ
て
い
る
が
、
文
面

に

「勅
」

の
文
字
が
あ

っ
て
も
、
直
ち
に
当
時
の
天
皇
の

「勅
」
と

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
二
つ
の
文
書
が
信
頼
し
得
る
と
す
れ

ば
、
署
名
す
る
官
人
か
ら

「光
明
皇
太
后
勅
」
と
す
る
べ
き
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
①

「孝
謙
天
皇
東
大
寺
領
施
入
勅
」
に
は
、
「
紫
微
大

忠
正
五
位
下
兼
行
左
兵
衛
率
右
馬
監
角
足
」

の
位
署
の
う
ち
、
他
の

文
書

の

「
左
右
馬
監
」
が

「右
馬
監
」、
「賀
茂
朝
臣
」
が

「加
茂
朝

臣
」
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
②

「孝
謙
天
皇
東
大
寺
宮
宅
田
園
施

入
勅
」
は
、
「従

二
位
大
納
言
兼
紫
微
令
中

衛
大
将
近
江
守
藤
原
朝

臣
仲
麿
」
と
あ
り
、
「従

二
位
行
大
納
言
」

が

「
従

二
位
大
納
言
」

に
な

っ
て
い
る
。
脱
落
や
誤
字
と
も
い
え

る
が
、
「
板
蝿
杣
」

や

「
宮
宅
及
田
園
等
」
の
施
入
に

「侍
従
」
が
署
名
す
る
必
要
は
考
え

ら
れ
な
い
。

二
つ
の
文
書
に
は
後
世
に
③
以
下
の

「献
物
帳
」
の
署

名
を
見
て
偽
作
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
ら
が
偽
文
書
で
な
い

な
ら
ば
、
太
政
官

・
民
部
省

・
僧
綱
な
ど
の
官
人
や
僧
侶
の
署
名
が

あ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
聖
武
太
上
天
皇
の
生
前
に
、
紫
微
中
墓
が
こ

の
よ
う
な
文
書
を
発
行
し
た
と
も
思
え
な
い
。
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五

反
乱

直
前

の
紫
微
中

壷

聖
武
太
上
天
皇

の
崩
後
に
な
る
と
、
光
明
皇
太
后
の
政
治

へ
の
関

与
は
表
面
化
し
て
い
る
。
先
に
み
た
よ
う
に
、
皇
太
子
塩
焼
王
の
廃

太
子
と
大
炊
王
の
立
太
子
に
は
、
皇
太
后
の
意
志
が
強
く
働
い
て
い

る
。

さ

ら
に
、
『
続
紀
』
天
平
宝
字

元
年

(
七
五
七
)
六
月
甲
辰

(
二
八
)
条
に
は
、

甲
辰
。
先
是
、
去
勝
宝
七
歳
冬
十

一
月
、
太
上
天
皇
不
予
。
時

左
大
臣
橘
朝
臣
諸
兄
祇
承
人
佐
味
宮
守
告
云
。
大
臣
飲
酒
之
庭
、

言
辞
元
礼
、
稽
有
叛
状
云
々
。
太
上
天
皇
、
優
容
不
餐
。
大
臣

知
之
、
後
歳
致
仕
。
既
而
勅
、
召
越
前
守
従
五
位
下
佐
伯
宿
祢

美
濃
麻
呂
、
問
識
此
語
耶
。
美
濃
麻
呂
言
日
。
臣
未
曽
聞
。
但

慮
、

佐
伯
全
成
応
知
。
於
是
、
将
勘
問
全
成
。
大
后
慰
葱
固
請
。

由
是
、
事
遂
森
焉
。
語
具
田
村
記
。
至
是
、
従
四
位
下
山
背
王

復

告
。
橘
奈
良
麻
呂
、
反
道
備
兵
器
、
謀
囲
田
村
宮
。
正
四
位

下
大
伴
宿
祢
古
麻
呂
、
亦
知
其
情
。

と
あ
る
。
聖
武
太
上
天
皇
の
発
病

に
関
し

て
は
、
天
平
勝
宝
七
歳

(七
五
五
)
十
月
丙
午

(
二

一
)
条
に
、

勅

日
。
比
日
之
間
、
太
上
天
皇
、
枕
席
不
安
、
殊
膳
乖
宜
。
朕

霧
念
藪
、
情
深
側
隠
。
其
救
病
之
方
、
唯
在
施
恵
。
延
命
之
要
、

莫
若
済
苦
。
宜
大
赦
天
下
。
(中
略
)」

又
始
自
今
日
、
至
来
十

二
月
晦
日
、
禁
断
殺
生
。
」
遣
使
於
山
科

・
大
内
東
西

・
安
古

・

真
弓

・
奈
保
山
東
西
等
陵
、
及
太
政
大
臣
墓
、
奉
幣
以
祈
請
焉
。

と
あ
り
、

つ
づ
い
て
、
十

一
月
丁
巳

(
二
)
条
に
は
、

丁
巳
。
遣
少
納
言
従
五
位
下
厚
見
王
、
奉
幣
吊
干
伊
勢
大
神
宮
。

と
、
病
気
平
癒

の
祈
願
と
思
わ
れ
る
記
事
が
あ
る
。
こ
の
十

一
月
に
、

佐
味
宮
守
の
告
発
が
あ

っ
た
。
佐
伯
美
濃
麻
呂
の
越
前
守
任
命
は
、

十
二
月
丁
未

(
二
)
条
に
、

丁
未
。
以
従
五
位
下
佐
伯
宿
祢
美
濃
麻
呂
、
為
越
前
守
。

と
あ
る
か
ら
、
美
濃
麻
呂
が
尋
問
さ
れ
た

の
は
こ
れ
以
後
の
こ
と
に

な
る
。
橘
諸
兄
の
致
仕
は
、
翌
年
の
天
平
勝
宝
八
歳

(七
五
六
)
二

月
丙
戌

(
二
)
条
に
、

八
歳
春

二
月
丙
戌
。
左
大
臣
橘
朝
臣
諸
兄
致
仕
。
勅
依
請
許
之
。

と
あ
る
。

聖
武
太
上
天
皇
の
病
気
は

一
時
快
方
に
向
か

っ
て
、
天
平
勝
宝
八

歳

(七
五
六
)
二
月
戊
申

(
二
四
)
条
以
下
に
難
波
行
幸
の
記
事
が

あ
り
、
そ
れ
に
連
続
し
て
再
発
か
ら
崩
御
ま

で
の
記
事
が
続

い
て
い

る
。

戊
申

(
二
四
)
。
行
幸
難
波
。
是
日
、

至
河
内
国
。
御
智
識
寺

南
行
宮
。
己
酉

(
二
五
)。
天
皇
幸
知

識

・
山
下

・
大
里

・
三
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宅

・
家
原

・
鳥
坂
等
六
寺
、
礼
仏
。
庚
戌

(
二
六
)。
遣
内
舎

人
於
六
寺
、
調
経
。
襯
施
有
差
。
壬
子

(
二
八
)。
大
雨
。
」
賜

河
内
国
諸
社
祝
祢
宜
等

一
百
十
八
人
正
税
。
各
有
差
。」
是
日
、

行
至
難
波
宮
。
御
東
南
新
宮
。
三
月
甲
寅
朔
。
太
上
天
皇
、
幸

堀
江
上
。
乙
卯

(
二
)。
詔
、
免
河
内

・
摂
津

二
国
田
租
。
戊

午

(
五
)。
遣
使
摂
津
国
諸
寺
調
経
。
襯
施
有
差
。
夏
四
月
丁

酉

(
一
四
)
勅
日
。
頃
者
、
太
上
天
皇
、
聖
体
不
予
、
漸
延
旬

日
、
猶
未
平
復
。
如
聞
。
錆
災
致
福
、
莫
如
仁
風
、
救
病
延
年
、

実
資
徳
政
。
可
天
下
大
赦
。
(下
略
)
戊
戌

(
一
五
)。
車
駕
、

取
河

内
路
、
還
至
智
識
寺
行
宮
。
庚
子

(
一
七
)。
還
宮
。
乙

巳

(
二
三
)。
遣
使
奉
幣
吊
干
伊
勢
大
神
宮
。
壬
子

(
二
九
)。

遣

医
師

・
禅
師

・
官
人
各

一
人
、
於
左
右
京

・
四
畿
内
、
救
療

疹
疾

之
徒
。
」
遣
従
五
位
下
日
下
部
宿
祢
古
麻
呂
、
奉
幣
畠
子

八
幡

大
神
宮
。
五
月
乙
卯

(
二
)
。
遣
左
大
弁
正
四
位
下
大
伴

宿

祢
古
麻
呂
井
中
臣

・
忌
部
等
、
奉
幣
吊
於
伊
勢
大
神
宮
。
」

免

天
下
諸
国
今
年
田
租
。
」
是
日
。
太
上
天
皇
、
崩
於
寝
殿
。

遺

詔
、
以
中
務
卿
従
四
位
上
道
祖
王
、
為
皇
太
子
。

佐
伯
美
濃
麻
呂
の
尋
問
が
、
こ
の
よ
う
な
行
幸

・
再
発

・
崩
御
と
い
っ

た
状
況

の
間
に
あ

っ
た
と
は
考
え
が
た
い
。
聖
武
太
上
天
皇
の
死
を

契
機
と
し
て
、
以
前
の
諸
兄
の

「
反
状
」
が
問
題
と
さ
れ
た
か
も
知

れ
な
い
が
、
天
平
宝
字
元
年

(七
五
七
)
正
月
乙
卯

(
六
)
条
に
は
、

諸
兄
の
死
が
、

乙
卯
。
前
左
大
臣
正

一
位
橘
朝
臣
諸
兄
莞
。
遣
従
四
位
上
紀
朝

臣
飯
麻
呂

・
従
五
位
下
石
川
朝
臣
豊
人
等
、
監
護
葬
事
、
所
須

官
給
。
大
臣
、
贈
従
二
位
栗
隅
王
之
孫
、
従
四
位
下
美
努
王
之

子
也
。

と
記
さ
れ
、
葬
事
に
派
遣
さ
れ
た
官
人
の
位
階
が
や
や
低
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
が
、
通
常
の
死
亡
記
事
に
な

っ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
こ
ろ

は
諸
兄

へ
の
嫌
疑
が
大
き
く
問
題
と
な

っ
て
い
た
よ
う
に
も
思
わ
れ

な
い
。「田
村
記
」
が
伝
え
ら
れ
な
い
の
で
、
事
件
の
詳
細
は
わ
か
ら
な

い
け
れ
ど
も
、
光
明
皇
太
后
が

「患
惣

に
固
く
請
う
。
」
と
介
入
し

た
の
は
、
上
に
見
た
状
況
か
ら
見
る
と
、
橘
諸
兄
の
死
後
に
橘
奈
良

麻
呂

へ
の
嫌
疑
が
高
ま

っ
た
時
で
は
な
か
ろ
う
か
。
先
に
引
用
し
た

よ
う
に
、
天
平
宝
字
元
年

(
七
五
七
)
七
月
己
酉

(
三
)
条
に
は
、

光
明
皇
太
后
が
、
奈
良
麻
呂
の
乱
が
発
覚
し
た
あ
と
に
な
っ
て
尋
問

の
途
中
で
あ
る
の
に
、
奈
良
麻
呂
等
五
人
に
赦
免
の

「詔
」
を
伝
え

て
い
る
の
を
見
る
と
、
異
父
兄
諸
兄
を
、
あ
る
い
は
甥
奈
良
麻
呂
や

皇
族
を
弁
護
し
た
と
し
て
不
思
議

で
は
な
い
。
光
明
皇
太
后
が
政
局

に
関
係
し
て
発
言
す
る
の
は
、
聖
武
太
上
天
皇
の
死
後
の
こ
と
の
よ
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う
に
思
わ
れ
る
。

紫
微
中
墓
の
性
格
と
権
限
は
、
聖
武
太
上
天
皇
の
死
後
に
天
皇
変

化
し
て
い
る
。
そ
れ
が
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
天
平
宝
字
元
年

(七

五
七
)

五
月
丁
卯

(
二
〇
)
条
に
は
、

丁
卯
。
以
大
納
言
従
二
位
藤
原
朝
臣
仲
麻
呂
、
為
紫
微
内
相
。

従

三
位
藤
原
朝
臣
永
手
、
為
中
納
言
。
詔
日
。
朕
覧
周
礼
、
将

相
殊
道
、
政
有
文
武
、
理
亦
宜
然
。
是
以
、
新
令
之
外
、
別
置

紫
微
内
相

一
人
、
令
掌
内
外
諸
兵
事
。
其
官
位

・
禄
賜

・
職
分

・

雑
物
者
、
皆
准
大
臣
。」
又
、
勅
日
。
頃
年
、
選
人
依
格
結
階
、

人

々
位
高
、
不
便
任
官
。
自
今
以
後
、
宜
依
新
令
。
去
養
老
年

中
、
朕
外
祖
父
故
太
政
大
臣
、
奉
勅
、
刊
脩
律
令
。
宜
告
諸
司
、

早
使
施
行
。
(以
下
略
。
)

と
あ

っ
て
、
仲
麻
呂
が
紫
微
内
相
に
任
ぜ
ら
れ
、
『
養
老
律
令
』
が

施
行
さ
れ
て
か
ら
で
あ
る
。
藤
原
永
手
の
中
納
言
任
命
を
、
仲
麻
呂

の
転
任

に
よ
る
大
納
言
の
欠
員
補
充
と
考
え
る
と
、
『
公
卿
補
任
』

に
仲
麻

呂
の
転
任
と
し
て
い
る
の
は
信
頼
で
き
よ
う
。

「内

相
」
の
職
名
は
、
「
相
」
に
は
大
臣
の
意
味
が
あ
る
か
ら
、

「内
臣
」

も
し
く
は

「内
大
臣
」
の
意
味
と
解
せ
ら
れ
る
。
『
類
聚
三

代
格
』
昌
泰
三
年

(九
〇
〇
)
十

二
月
九
日
の
太
政
官
符

に
は
、

太
政
官
符

応
依
格
、
令
大
和
国
講
師
、
於
法
華
寺
安
居
、
講
法
華
経
事
。

右
得
彼
寺
牒
儒
。
案
天
平
勝
宝
九
年

四
月
十
四
日
内
臣
宣
俗
。

法
華
寺
鎮
三
綱
状
云
。
頗
用
大
修
多
羅
衆
物
、
毎
年
安
居
、
説

法
華
経
者
。
其
後
、
依
官
符
旨
、
初
為

国
分
法
華
滅
罪
寺
。
則

安
置
十
尼
、
依
為
定
額
。
安
居
始
終
之

日
、
国
司
引
前
、
雑
任

執
蓋
。
但
至
干
講
師
、
転
屈
他
僧
、
依
為
講
匠
。
静
案
事
情
、

理
不
可
然
。
望
請
。
准
諸
国
例
、
使

国
講
師
、
演
説
件
経
者
。

左
大
臣
宣
。
寺
家
所
請
、
合
於
格
意
。
宜
下
知
国
司
、
依
件
行

之
。
其
布
施
供
養
、
准
諸
国
例
、
依
式
充
之
。

昌
泰
三
年
十

二
月
九
日

と
あ
り
、
「
内
臣
」
の
文
字
が
見
え
る
。
「
天
平
勝
宝
九
年
四
月
十
四

日
」
は
、
天
平
宝
字
元
年

(七
五
七
)
八
月
甲
午

(
一
八
)
条
に
、

甲
午
。
(
中
略
)
宜
改
天
平
勝
宝
九
歳

八
月
十
八
日
、
依
為
天

平
宝
字
元
年
。
(下
略
)

と
あ
る
改
元
の
以
前
な
の
で
、
年
号
に
は
問
題
は
な
い
。
し
か
し
、

「
四
月
十
四
日
」
は
紫
微
内
相
任
命

の
五
月

丁
卯

(
二
〇
)
以
前
に

な
る
か
ら
、
誤
記
も
し
く
は
誤
写
の
可
能

性
は
あ
る
。
「
天
平
勝
宝

九
歳
」
は
動
か
せ
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、

「
四
月
」
は

「
六
月
」

か

「
七
月
」
の
誤
記
ま
た
は
誤
写
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
官
職
が
誤

っ
て

い
る
と
す
る
と
、
太
政
官
符
に

「
紫
微
令
」
と
あ

っ
た
可
能
性
は
少
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な
く
、
「
大
納
言
」

で
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
す
る
と
大
納

言
に

「
後
に
紫
微
内
相
に
な

っ
た
仲
麻
呂
」
の
意
味
で

「
内
臣
」
と

記
さ
れ
た
傍
書
が
本
文
に
な

っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
岸
氏
が
指
摘
し

て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
後
世

の
引
用

で
信
頼
性
に
欠
け
る
が
、
「紫

微
内
相
」

の
語
義
が

「内
臣
」

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

紫
微
内
相
は
天
皇
ま
た
は
皇
太
后
の
顧
問
と
し
て
の

「
内
臣
」
で

あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
任
命
記
事
の
詔
に
あ
る
よ
う
に

「
内
外
諸
兵

事
」
を
担
当
す
る
武
官

で
あ

っ
て
、
橘
奈
良
麻
呂
等
に
よ
る
反
乱
の

可
能
性
を
知

っ
て
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
官
名
に

「
紫
微
」
を

冠
す
る
理
由
は
理
解
し
に
く
い
。

当
時
太
政
官
で
最
高

の
地
位
に
あ

っ
た
の
は
、
右
大
臣
藤
原
豊
成

で
、
仲
麻
呂
の
兄
で
あ
る
か
ら
、
反
乱
に
対
処
す
る
た
め
と
は
言

っ

て
も
、

発
生
以
前
に
は
大
納
言
が
右
大
臣
を
差
置
く
こ
と
も
で
き
な

い
し
、

大
納
言
の
仲
麻
呂
を

一
挙
に
左
大
臣
に
す
る
わ
け
に
も
ゆ
か

な
い
の
で
、
「将
相
殊
道
、
政
有
文
武
、
理
亦
宜
然
。」
と
の
理
由
を

付
け
て
、

軍
事
行
政
を
太
政
官
か
ら
分
離
し
、
担
当
部
局
を
紫
微
中

墓
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
皇
太
后
が
軍
事
権
を
掌
握
し
た
こ
と
を
示

し
た
か
と
思
わ
れ
る
。
鈴
印
が
皇
太
后
の
許
に
置
か
れ
た
の
は
、
こ

の
こ
ろ

の
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

天
平
宝
字
元
年

(七
五
七
)
七
月
戊
申

(
二
)
に
橘
奈
良
麻
呂
の

乱
が
発
覚

し
て
、
内
相
仲
麻
呂
の
活
躍
が
あ

っ
た
後
、
七
月
戊
午

(
一
二
)
条

に
は
、

戊
午
。
(中
略
)
勅

日
。
右
大
臣
豊
成
者
、
事
君
不
忠
、
為
臣

不
義
也
。
私
附
賊
党
、
潜
忌
内
相
。
知
構
大
乱
、
無
敢
奏
上
、

及
事
発
覚
、
又
不
肯
究
。
若
怠
延
日
、
殆
滅
天
宗
。
鳴
乎
宰
輔

之
任
、
山豆
合
如
此
。
宜
停
右
大
臣
任
、
左
降
大
宰
員
外
帥
。

(下
略
)

と
あ

っ
て
、
右
大
臣
藤
原
豊
成
が
大
宰
員
外
帥
に
左
遷
さ
れ
、
太
政

官
で
は
左
右
大
臣
と
大
納
言
が
す
べ
て
欠
員
と
な

っ
て
い
た
。
さ
ら

に
、
八
月
庚
辰

(四
)
条
に
は
、

庚
辰
。
(中
略
)
以
石
川
朝
臣
年
足
、
為
中
納
言
。
兵
部
卿
神

祇
伯
如
故
。
従
三
位
巨
勢
朝
臣
堺
麻
呂
、
正
四
位
下
阿
倍
朝
臣

沙
弥
麻
呂

・
紀
朝
臣
飯
麻
呂
、
並
為
参
議
。」
勅
。
中
納
言
多

治
比
真
人
広
足
、
年
臨
将
毫
、
力
弱
執
列
。
不
教
諸
姪
、
悉
為

賊
徒
。
如
此
之
人
、
何
居
宰
輔
。
宜
辞
中
納
言
、
以
散
位
帰
第

焉
。

と
、
石
川
年
足
の
中
納
言
任
命
と
三
名
の
参
議

の
補
充
が
記
さ
れ
、

中
納
言
多
治
比
広
足
が
解
任
さ
れ
て
い
て
、

太
政
官

の
構
成
は
、
左

右
大
臣
と
大
納
言
は
ま
だ
欠
員
の
ま
ま
で
、

藤
原
永
手
の
中
納
言
留
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任
以
外
、
す
べ
て
新
任
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
ろ
に
な

っ
て
も
、
仲
麻
呂
は
従
来
の
紫
微
令
と
同
様
な
事

務
も
と

っ
て
い
る
。
天
平
宝
字
二
年

(七
五
八
)
六
月

一
日
の

「孝

謙
天
皇
施
入
勅
」
(
二
五
-

二
二
九
)
に
は
、

⑦

「大
小
王
真
跡
帳
」

勅献
東
大
寺
(中
略
)

右
書
法
、
是
突
世
之
伝
琢
、

先
帝
之
玩
好
。
遺
在
筐
笥
。
追
感
崔
然
。
謹
以
奉
献

盧
舎
那
仏
。
伏
願
、
以
此
妙
善
、
奉
翼
冥
途
、
高
遊
方
広
之
通

衝
、
恒
演
円
伊
之
妙
理
。

天
平
宝
字
二
年
六
月

一
日

紫
微
内
相
従
二
位
兼
中
衛
大
将
近
江
守
藤
原

「朝
臣
」

と
あ
る
。

こ
の
文
書
に
も
内
印
を
踏
し
、
文
書
名
は

「孝
謙
天
皇
施

入
勅
」

と
さ
れ
て
い
る
が
、
冒
頭
に

「
勅
」
と
あ
る
ほ
か
は
、
先
に

示
し
た
⑤

「法
隆
寺
献
物
帳
」
(
四
ー

一
七
六
)
と
ほ
ぼ
同
様

の
形

式
と
文

言
で
あ
る
か
ら
、
光
明
皇
太
后
の
意
志
を
伝
達
し
た
紫
微
中

毫
発
行

の
文
書
と
考
え
ら
れ
る
が
、
「待
従
」

の
署
名
が
な
く
な

っ

て
い
る
。

こ
れ
と
同
時
に
、
紫
微
内
相
仲
麻
呂
は
、
軍
事
の
ほ
か

一
般
政
務

に
も
関
与
し
て
い
る
。
『
令
集
解
』
職
員
令
左
大
弁
条

「
諸
国
朝
集
」

の
註
に
は
、

新
令
私
記
云
。
諸
国
朝
集
、
式
部
省

・
散
位
寮

・
兵
部
省
皆
掌

朝
集
。
未
知
、
其
掌
如
何
。
答
。
弁
官

・
式
部

・
兵
部
、
並
為

申
雑
政
井
考
選
等
掌
耳
。
唯
散
位
寮
、
為
点
上
日
掌
耳
。
然
其

上
日
者
、
式
部
点
検
申
官
、
請
外
印
下
国
耳
。

舳
相
。

と
あ
り
、
神
砥
令
神
戸
庸
調
条
の
註
釈
説

に
は
、

内
相
宣
云
。
自
今
以
後
、
神
戸
調
庸
者
、
充
供
神
用
数
、
及
所

残
之
数
、
具
令
申
、
然
後
給
之
。
亦
、
如
伊
勢
神
税
出
挙
之
類
、

准
令
停
之
。

と
あ
る
。
い
ず
れ
も
日
時
は
不
明
で
あ
る
が
、
次
に
述

べ
る
大
保
就

任
ま
で
の
こ
と
に
違

い
な
い
。
反
乱
直
後

で
あ
り
、
左
右
大
臣
と
大

納
言
の
全
員
欠
員
と
い
う
事
態
の
な
か
で
、
た
だ

一
人
従
二
位
の
官

位
を
も
つ
紫
微
内
相
が
、
軍
事
以
外
の

一
般
行
政
に
関
与
す
る
の
は
、

臨
時
の
措
置
と
す
る
な
ら
ば
了
解
で
き
る
。

翌
天
平
宝
字

二
年

(七
五
八
)
八
月
庚
子
朔
条
に
は
、
孝
謙
天
皇

の
譲
位
、
淳
仁
天
皇
の
即
位
、
尊
号
の
上
程
等
を
記
し
た
あ
と
に
、

庚
子
朔
。
(中
略
)
又
勅
日
。
内
相
於

国
、
功
勲
已
高
。
然
猶

報
効
未
行
、
名
字
未
加
。
宜
下
参
議

・
八
省
卿

・
博
士
等
、
准
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古
正
議
奏
聞
。
不
得
空
言
所
。
無
濫
汚
聴
覧
。

と
、
仲
麻
呂
の
名
字

(氏

・
名
)
に
加
え
る
文
字
の
選
定
を
下
問
し
、

甲
子

(
二
五
)
に
い
た
り
、

甲
子
。
以
紫
微
内
相
藤
原
朝
臣
仲
麻
呂
、
任
大
保
。
勅
日
。
褒

善
懲
悪
、
聖
主
格
言
。
賞
績
酬
労
、
明
主
舞
則
。
其
藤
原
大
保

者
、
農
昏
不
怠
、
恪
勤
守
職
、
事
君
忠
赤
、
施
務
無
私
。
愚
拙

則
降
其
親
、
賢
良
則
挙
其
怨
。
珍
逆
徒
於
未
戦
、
黎
元
獲
安
、

固
危
基
於
未
然
、
聖
暦
終
長
。
国
家
元
乱
、
略
由
若
人
。
平
章

其
労
、
良
可
嘉
賞
。
其
伊
サ
有
華
之
勝
臣
、

一
佐
成
湯
、
遂
荷

阿
衡
之
号
、
呂
尚
滑
浜
之
遺
老
、
且
弼
文
王
、
終
得
営
丘
之
封
。

況
自
乃
祖
近
江
大
津
宮
内
大
臣
已
来
、
世
有
明
徳
、
翼
輔
皇
室
、

君
歴
十
帝
、
年
殆

一
百
。
朝
廷
無
事
、
海
内
清
平
者
哉
。
因
此

論

之
、
准
古
無
匹
、
汎
恵
之
美
、
莫
美
於
斯
。
自
今
以
後
、
宜

姓
中
加
恵
美
二
字
。
禁
暴
勝
強
、
止
戊
静
乱
。
故
名
日
押
勝
。

朕
舅
之
中
、
汝
卿
良
尚
。
故
字
称
尚
舅
。
更
給
功
封
三
千
戸

・

功

田

一
百
町
。
永
為
伝
世
之
賜
、
以
表
不
常
之
勲
。
別
聴
鋳
銭

挙
稲
及
用
恵
美
家
印
。
(下
略
)。

と
あ

っ
て
、
大
保

に
任
ぜ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
「
藤
原
恵
美
朝
臣
押

勝
」
の
姓
名
を
賜

っ
て
い
る
。
大
保
は
、
前
節

に
引
い
た
よ
う
に
、

こ
の
日
の
続
く
記
事
に
あ
る
官
名
改
正
で
右
大
臣
を
改
め
た
も
の
で

あ
る
。

紫
微
内
相

の
存
在
は
、
天
平
宝
字
元
年

(
七
五
七
)
五
月
丁
卯

(
二
〇
)
か
ら
二
年

(七
五
八
)
八
月
甲
子

(
二
五
)
ま
で

一
年
二

か
月
の
期
間
で
、
紫
微
内
相
を
頂
点
と
す

る
紫
微
中
墓
が
太
政
官
の

上
に
た

っ
て
政
務
を
執
行
し
た
の
は
、
右
大
臣
藤
原
豊
成
が
大
宰
員

外
帥
に
左
遷
さ
れ
た
八
月
戊
午

(
一
二
)
以
降
と
す
れ
ば
、
ほ
ぼ

一

年
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
日
の
官
名
改
正
の
理
由
に

「
紫
微
中
墓
、
居

中
奉
勅
、
頒
行
諸
司
。
如
地
承
天
、
亭
毒
諸
物
。
故
改
為
坤
宮
官
。
」

と
あ
る
う
ち
の

「勅
」
は
、
反
乱
後

の

一
時
的
な
臨
時
の
措
置

に
す

ぎ
な
い
か
ら
、
紫
微
中
墓
本
来
の
性
格
を
示
す
も
の
と
は
い
え
な
い
。

こ
の
文
言
は
、
皇
太
后
の
栄
誉
を
示
す
た
め
の
誇
張
さ
れ
た
も
の
か
、

職
責
変
化
後
の
紫
微
中
毫
に
つ
い
て
の
も
の
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。

六

坤

宮

官

紫
微
中
毫
が
坤
宮
官
と
改
称
さ
れ
て
か
ら
注
目
さ
れ
る
の
は
、
紫

微
内
相
か
ら
大
保
に
転
じ
た
仲
麻
呂
、
改
姓
し
た
藤
原
恵
美
朝
臣
押

勝
は
、
紫
微
内
相
の
職
を
去

っ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
紫
微
中
墓
は

設
置
以
来
漢
風
の
職
名
を
採
用
し
て
い
た
か
ら
、
こ
の
時
に
長
官
の

紫
微
内
相
あ
る
い
は
紫
微
令
の
職
名
は
改
正
さ
れ
な
か

っ
た
ら
し
い

が
、
こ
れ
以
後
は
紫
微
内
相
も
紫
微
令
も
史
料
に
現
わ
れ
な
い
の
で
、
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仲
麻
呂
を
事
実
上
の
長
官
と
し
て
、
長
官
は
欠
員

の
ま
ま
大
弼
以
下

が
勤
務

し
て
、
光
明
太
皇
太
后
の
崩
後
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た

と
考
え
る
の
が
妥
当

で
あ
ろ
う
。

仲
麻

呂
は
、
大
保

(右
大
臣
)
と
な

っ
て
か
ら
も
坤
宮
官
に
関
与

し
て
い
た
。
お
そ
ら
く
、
紫
微
令

・
紫
微
内
相
と
同
じ
く
、
坤
宮
官

の
長
官

を
兼
務
す
る
意
味

で
あ
ろ
う
が
、
正
式
に
坤
宮
官

の
長
官

を
兼
務
し
て
い
る
と
す
る
史
料
は
な
い
。
天
平
宝
字
二
年

(七
五
八
)

十
月

一
日
の
東
大
寺
献
物
帳

(四
-

三
三
七
)
に
は
、

⑧
東
大
寺
献
物
帳

献
東
大
寺
(中
略
)

右
件
屏
風
書
者
、
是

先
孝
正

一
位
太
政
大
臣
藤
原
卿
真
跡
也
。

妾
之
琢
財
、
莫
過
於
此
。
仰
以
奉
盧
舎
那
仏
。
願
因
妙
善
、
奉

薫

冥
資
、
早
遊
花
蔵
之
界
、
恒
対
芳
閣
之
尊
。

天
平
宝
字
二
年
十
月

一
日

太
保
従
二
位
兼
行
鎮
国
太
尉
藤
原
恵
美

「朝
臣
」

参
議
従
三
位
武
部
卿
兼
坤
宮
大
弼
侍
従
下
野
守
巨
勢
朝
臣

「関
麻
呂
」

と
あ
り
、
従
来

の

「
献
物
帳
」
と
同
じ
く
、
大
弼
の
上
、
長
官
の
位

置

に
署
名
し
て
い
る
。

お
な
じ
天
平
宝
字

二
年

(七
五
八
)
十

一
月
十
五
日
の

「造
東
寺

司
写
経
目
録
案
」
(
一
四
-

二
五
七
)
に
は
、

造
東
寺
司

合
奉
写
写
経
三
千
六
百
巻
。

金
剛
般
若
経

一
千
巻
。

(中
略
)

右
、

一
千
巻
、
依
去
六
月
十
六
日
宣
、
所
奉
写
。

千
手
千
眼
経

一
千
巻
。
(注
記
略
)

(中
略
)

新
絹
索
経
十
部
二
百
八
十
巻
。
(注
記
略
)

薬
師
経

一
百
廿
巻
。
(注
記
略
)

右
、
千
四
百
巻
、
依
去
七
月
四
日
宣
、
所
奉
写
。

ニ

む

金
剛
般
若
経

一
千
巻
。
(注
記
略
)

ニ

ピ

右

一
千
巻
、
依
去
八
月
十
六
日
宣
、
所
奉
写
。

　

ニ

　

ぼ

　

カ

以
前
、
依
大
保
恵
美
朝
臣
宣
、
奉
写
、
注
如
件
。

天
平
宝
字

二
年
十

一
月
十
五
日
主
典
安
都
宿
祢

と
、
多
数
の
教
典
書
写
を
三
度
に
わ
た

っ
て
宣
し
て
い
る
。
こ
の
う

ち
最
後

の
八
月
十
六
日
に
宣
し
た

「金
剛
般
若
経

一
千
巻
」
は
、
傍

書

の
よ
う
に
二
百
巻
が
追
加
さ
れ
、
同
年

九
月
二
二
日
の

「造
東
大

寺
司
移
」
(
四
-
三

一
六
)
に
、

造
東
大
寺
司
移
文
部
省

一25一



合
請
経
師
伍
人

(中
略
)

右
、
被
大
保
去
月
廿

一
日
宣
俗
。
以
先
経
師
井
浄
衣
等
、
令

奉
写
金
剛
般
若
経

一
千
巻
者
、
謹
依
宣
旨
、
件
人
等
所
請
如
件
。

乞
察
此
状
、
早
速
処
分
。
故
牒
。

天
平
宝
字
二
年
九
月
廿
二
日
主
典
正
八
位
上
安
都
宿
祢

(後
欠
)

と
あ
り
、
こ
れ
以
下
関
係
す
る
文
書
に
八
月
二
二
日
の

「
大
保
宣
」

が
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
年
九
月
八
日
の

「
奉
写
経
所
布

施
奉
請
文
案
」
(
一
四
-

五
三
)
に
は
、

(前
欠
)

温
幡
絶

一
十
三
匹

(中
略
)

計
七
貫
四
百
文
。

(中
略
)

合
所
得
直
銭
二
百
八
十

一
貫
七
百
六
十
五
文

一
応
給
経
師
等
布
施
布

一
千
八
十
三
端
二
丈
八
尺

(中
略
)

直
銭
二
百
八
十

一
貫
七
百
冊
八
文

天
平
宝
字
二
年
九
月
八
日

太
保
宣
依
所
候
、
充
造
東
寺
耳
。

同
少
疏
高
丘
比
良
麻
呂

と
、
「
太
保
宣
」
が
見
え
る
。
こ
の

「
太
保
宣
」
を
伝
え
て
い
る
高

丘
比
良
麻
呂
の
初
見
は
、
天
平
勝
宝
三
年

(七
五

一
)
五
月
廿
二
日

の

「造
東
寺
司
請
経
文
」
(
=

1

五
五
六
)
に
、

造
東
寺
司

雑
阿
含
経

一
部
五
十
巻
。
黄
紙
及
表
緑
緒
朱
軸
。
紙
秩
。

納
漆
塗
箱

一
合
。

畠
巾

一
条
。
並
岡
寺
。

右
、
依
大
徳
宣
、
奉
請
如
前
。

天
平
勝
宝
三
年
五
月
廿
二
日

次
官
正
五
位
上
兼
行
大
倭
介
佐
伯
宿
祢

「
今
毛
人
」

「
勘
納
大
跣
山
口
佐
美
麻
呂
」

「
舎
人
弓
削
塩
麻
呂
」

「
返
送
如
前
員
。
傍
附
舎
人
依
羅
必
登
。
以
牒
。

同
年
七
月
光
日
少
銃
高
丘
連
比
良
麻
呂
」

と
あ
り
、
こ
れ
以
後
、
紫
微
中
毫
少
疏
か
ら
坤
宮
官
少
疏
を
務
め
て

い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
高
丘
比
良
麻
呂
が

「太
保
宣
」
を
伝
え
て
い

る
の
は
、
仲
麻
呂

(恵
美
押
勝
)
が
大
保
と
な

っ
て
も
写
経
や
仏
事

に
関
し
、
坤
宮
官
の
長
官
相
当
の
職
務
に
も
当

っ
て
い
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

天
平
宝
字

二
年

(
七
五
八
)
の
秋
以
後

に
な
る
と
、
天
平
宝
字
四

年

(七
六
〇
)
六
月
に
光
明
皇
太
后
が
崩
じ

て
、
坤
宮
官
が
廃
止
さ

れ
る
ま
で
、
仲
麻
呂
が
坤
宮
官
に
関
与
し
た
こ
と
を
示
す
史
料
は
見
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当
ら
な

い
の
で
、
次
第
に
疎
遠
に
な

っ
た
感
が
あ
る
。

光
明
皇

太
后
も
高
年
と
な

っ
た
故
か
、
紫
微
中
毫
が
坤
宮
官
に
改

称
さ
れ

て
か
ら
は
、
政
治
に
関
与
し
た
形
跡
は
見
え
な
い
と
思
わ

れ
る
。
光

明
皇
太
后
が
崩
じ
た
翌
月
の
天
平
宝
字
四
年

(七
六
〇
)

七
月
廿

三
日
の

「
淳
仁
天
皇
封
戸
勅
施
入
文
」
(東
大
寺
文
書

三
東

南
院
文
書

三
ー

三
)
に
は
、

勅
東

大
寺
封
伍
任
戸

右
、
平
城
宮
御
宇
後
太
上
天
皇

・
皇
帝

「
皇
太
后
、
以
去

天
平
勝
宝
二
年

二
月
廿
二
日
、
専
自
参
向
、
於
東
大
寺
、

永
用
件
封
、
入
寺
家
詑
。
而
造
寺
了
後
、
種

々
用
事
、
未

宣
分
明
。
藪
今
追
議
定
如
左
。

営
造
脩
理
塔
寺
精
舎
分
壱
任
戸
。

供
養
三
宝
井
常
住
僧
分
弐
任
戸
。

官

家
脩
行
所
仏
事
分
弐
仔
戸
。

天
平
宝
字
四
年
七
月
廿
三
日

太
師
従

一
位
藤
原
恵
美
朝
臣

と
あ

っ
て
、
全
文
仲
麻
呂
の
自
筆
と
さ
れ
、
内
印

二
〇
穎
を
踏
し
て

い
て
、
冒
頭
に

「
勅
」
と
あ
る
ほ
か
は
、
「
献
物
帳
」

に
類
似
し
た

形
式
の
文
書
で
あ
る
。
こ
れ
が
淳
仁
天
皇
、
ま
た
は
孝
謙
太
上
天
皇
、

あ
る
い
は
両
者
合
意
の

「勅
」
で
あ
る
の
か
、
こ
れ
ま
で
見
た

「勅
」

か
ら
見
て
判
別
し
が
た
い
。
こ
の

「
勅
」
を
な
お
存
在
し
て
い
た
坤

宮
官
に
関
す
る
も
の
と
す
る
の
は
不
適
当
で
、
光
明
太
皇
太
后
が
東

大
寺
の
食
封
に
制
約
を
加
え
る
遺
志
を
も

っ
て
い
た
と
も
思
え
な
い
。

天
平
感
宝
元
年

(七
四
九
)
の
聖
武
太
上
天
皇
の
勅
書
の
例
に
よ
っ

て
、
乾
政
官
に
関
す
る
も
の
考
え
ら
れ
る
。

紫
微
中
壷
の
長
官

で
あ
る
紫
微
令
や
紫
微
内
相
が
、
太
政
官
を
中

心
と
す
る
行
政
機
関
を
支
配
す
る
地
位
に
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
仲
麻

呂
が
大
保
に
就
任
し
た
以
後
も
、
紫
微
内
相
を
兼
任
し
て
い
る
必
要

が
あ

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
紫
微
内
相
か
ら
転
じ
て
、
乾
政
官

(太
政
官
)
の
大
保

(右
大
臣
)
と
な
り
、
大
傅

(左
大
臣
)
を
経

ず
に
大
師

(太
政
大
臣
)
に
進
ん
で
い
る
の
を
見
る
と
、
仲
麻
呂
に

と

っ
て
は
、
乾
政
官
に
地
歩
を
占
め
る
こ
と
が
最
終
的
に
は
必
要
で

あ

っ
て
、
紫
微
令
や
紫
微
内
相
就
任
は
、
大
保
に
い
た
る
道
程
に
す

ぎ
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

お

わ

り

に

こ
れ
ま
で
、
紫
微
中
毫
と
坤
宮
官
に
つ
い
て
、
か
な
り
通
説
に
反

し
た
試
論
を
述

べ
て
き
た
。
私
見
に
よ
る
と
、
紫
微
中
毫
の
設
置
か

ら
聖
武
太
上
天
皇
の
崩
御
ま
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
紫
微
中
毫

の
名
称
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か
ら
推
測
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
、
太
政
官
に
匹
敵
あ
る
い
は
凌
駕
す

る
動
き
は
み
ら
れ
な
い
。
橘
奈
良
麻
呂
の
乱
が
予
測
さ
れ
、
藤
原
仲

麻
呂
が
紫
微
内
相
に
就
任
し
た
後
、
反
乱
の
処
理
に
あ
た
り
、
乱
後

に
太
政
官

上
層
部
が
追
放
さ
れ
る
と
、
紫
微
内
相
仲
麻
呂
は
欠
員
と

な

っ
た
大

臣
や
大
納
言
に
代

っ
て
行
政
を
処
理
し
て
い
た
が
、
や
が

て
大
保

(右
大
臣
)
か
ら
大
師

(太
政
大
臣
)
と
な

っ
て
、
乾
政
官

(太
政
官

)
を
確
保
し
て
権
勢
を
揮

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
政
局
の
動
き
を
は
じ
め
か
ら
予
想
し
て
、
仲
麻
呂
が

皇
太
后
宮
職
に
紫
微
中
毫
と
い
う
壮
大
な
名
称
を
撰
び
、
そ
の
長
官

に
就
任
す

る
こ
と
を
希
望
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
彼
の
政
治
的
な
手

腕
や
見
識

が
勝
れ
て
い
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
、
も
し

そ
う
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
淳
仁
天
皇
を
即
位
さ
せ
た
光
明
皇
太
后

の
死
が
、
政
局
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
ま
で
は
、
仲
麻
呂
に
も
見
抜
け

て
は
い
な
か

っ
た
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

藤
原
氏

は
、
あ
ら
ゆ
る
偶
発
事
件
を
巧
み
に
利
用
し
て
、
そ
の
地

歩
を
固
め
て
い
っ
た
と
す
る
こ
と
に
は
同
意

で
き
る
。
し
か
し
、
奈

良
時
代
の
政
治
史
が
、
す
べ
て
藤
原
氏
に
よ
る
陰
謀
に
よ
っ
て
進
め

ら
れ
た
と
す
る
よ
う
な
見
解
に
は
、
再
検
討
を
要
す
る
と
考
え
ら
れ

る
◎光

明
皇
太
后
が
強
く
政
務
に
干
渉
し
た
の
は
、
聖
武
太
上
天
皇
の

崩
後
で
あ
る
ら
し
い
。

こ
の
こ
と
を
紫
微
中
毫
の
成
立
期
に
及
ぼ
し

て
考
察
す
る
の
も
如
何

で
あ
ろ
う
か
。
光
明
皇
太
后
が
、
す
べ
て
藤

原
氏
の
利
益
の
た
め
に
行
動
し
た
と
す
る
よ
う
な
見
解
も
ま
た
再
検

討
が
必
要
で
あ
る
。

最
後
に
、
『
続
紀
』
巻
二
二
は
、
光
明
皇
太
后
葬
儀
を
記
し
た
後
、

天
平
宝
字
四
年

(
七
六
〇
)
六
月
癸
卯

(?

)
条
に
、

癸
卯
。
葬
仁
正
皇
太
后
於
大
和
国
添
上
郡
佐
保
山
。」
武
部
卿

藤
原
朝
臣
弟
麻
呂
莞
。
平
城
朝
贈
正

一
位
太
政
大
臣
武
智
麻
呂

之
第
四
子
也
。

と
あ
る
記
事
で
終
り
、
巻
二
三
は
同
年
七
月
戊
子
か
ら
始
ま

っ
て
い

る
。
『
続
日
本
紀
』
の
編
者
が
光
明
皇
太
后
の
崩
御
に
よ
っ
て
巻
二
二

を
終
え
て
い
る
の
は
、
天
皇
と
同
様
に
扱

っ
て
い
る
と
い
え
る
。
藤

原
光
明
子
の
権
勢
は
、
こ
こ
に
も
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
天
平

宝
字
元
年

(七
五
七
)
以
後
の
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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